
       

平
成
二
十
八
年
度 

   

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

     

平
成
二
十
九
年
三
月 

 
 
 
 
 

 
一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 

 



序 

 

 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
は
、
高
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
飛
騨
地
域
の
近
代
文
学
に
つ
い

て
の
調
査
・
研
究
と
資
料
の
収
集
を
行
い
、
途
中
経
過
を
含
め
て
成
果
を
随
時
発
表
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
度
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
開
設
さ
れ
、
飛
騨
地
域
の
文
学
と
文
化
の
振
興
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
教
授
所
「
静
修
館
」
と
、
創
設
者
の
赤
田
臥
牛
、
子
の
章
斎
、
孫
の
誠
軒
の
活
動
と
、
そ
の
私
塾

が
育
て
た
文
学
者
は
も
と
よ
り
、
武
家
・
役
人
・
町
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
歴
史
・
文
学
資
料
等
を
調
査

し
、
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

現
在
、
調
査
も
研
究
も
途
中
で
す
が
、
時
期
を
見
て
次
の
報
告
書
を
出
版
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
引
き
続
き
郷
土
の
文
学
者
と
そ
の
作
品
を
紹
介
し
て
、
高
山
市
の
文
学
及
び
文
化
の
発
展
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
九
年
三
月 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 



［
目
次
］ 

 

【
静
修
館
】 

１ 

学
問
教
授
所
静
修
館
と
赤
田
三
代 

2 

２ 

「
釈
奠
（
せ
き
て
ん
）」
祭
壇
飾
り
一
式
・
瓦
豆 

5 

３ 

高
山
町
教
授
所
取
建
願
・
附
（
写
） 

6 

４ 

高
山
町
教
授
所
取
建
上
申
書
（
写
） 

7 

５ 

高
山
町
教
授
所
場
所
替
願
書
写 

8 

６ 

教
授
所
絵
図
面
（
教
授
所
再
興
願
出
書
） 

9 

７ 

菊
地
愿
明
詩
稿 

大
原
亀
五
郎
元
締
（
静
修
館
塾
生
詩
稿
） 

10 

８ 

上
田
済
世
詩
稿
（
静
修
館
塾
生
詩
稿
） 

11 

９ 

教
授
所
規
定
書 

12 

１０ 

童
蒙
訓 

13 

１１ 

飛
騨
先
儒
赤
田
氏
修
墓
記
事 

14 

 

【
赤
田
臥
牛
】 

１２ 

蘭
亭
尚
歯
會
詩
有
序
略
之
（
七
言
絶
句
） 

16 

１３ 

一
時
詞
客
興
相
仍
（
七
言
律
詩
） 

17 

１４ 

添
蓮
（
七
言
絶
句
） 

18 

１５ 

青
青
杜
若
満
前
池
（
七
言
絶
句
） 

20 

１６ 

寄
題
小
谷
長
圓
道
場
（
七
言
絶
句
） 

21 

１７ 

昔
者
（
七
言
絶
句
） 

22 

１８ 

謹
茲
拝
貺
因
賦
一 

23 

１９ 

真
宗
上
人
初
過
訪
（
七
言
絶
句
） 

24 

２０ 

臥
牛↔

舘
柳
湾
（
消
息
） 

25 

２１ 

飛
騨
籠
渡
し
図
（
大
森
旭
亭
筆
） 

26 

２２ 

臥
牛
集 

27 

２３ 

次
韻
和
（
七
言
絶
句
） 

34 

２４ 

赤
田
臥
牛
詩
文
稿
（
遺
稿
） 

35 

２５ 

匡
廬
憶
昨
踏
雪
■
（
七
言
絶
句
） 

38 

２６ 

如
来
示
目
通
（
書
状
） 

39 

２７ 

一
自
老
胡
畢
化
縁
（
七
言
絶
句
） 

40 

２８ 

題
獨
木
橋
（
七
言
絶
句
） 

41 

２９ 

臥
牛
自
作
銘
竹
掛
花
入 

42 

３０ 

三
福
寺
十
勝 

43 

３１ 

屏
風
（
二
曲
一
双
） 

44 

３２ 

屏
風
（
六
曲
一
双
） 

45 

３３ 

樹
密
（
七
言
二
句
） 

46 

 
【
赤
田
章
斎
】 

３４ 

小
楼
偶
来
（
五
言
絶
句
） 

48 

３５ 

足
立
某
の
た
め
に
章
斎
が
画
と
と
も
に
書
い
た
「
帰
去
来
の
辞
」 

49 



 

３６ 

金
鱗
陽
数
具
（
五
言
絶
句
） 

55 
３７ 
一
遭
周
老
蒙
奇 

56 

３８ 

賀 
吉
邨
翁
兼
謝
恵
書
画
（
七
言
絶
句
） 

57 

３９ 

惟
天
地
萬
物
父
母 

58 

４０ 

有
斐 

59 

４１ 

竹
の
図 

60 

４２ 

本
立
而
道
生 

61 

４３ 

送
別 

孝
堂
坂
生
（
七
言
絶
句
） 

62 

４４ 

曽
入
南
山
白
石
歌
（
七
言
絶
句
） 

63 

４５ 

送 

府
掾
佐
賢
吏
（
七
言
絶
句
） 

64 

４６ 

戯
贈 

後
藤
秀
才
（
七
言
絶
句
） 

65 

４７ 

遊
都
竹
氏
居
（
五
言
律
詩
） 

66 

４８ 

漢
詩
（
耕
月
菴
席
上
咏
冬
桜
） 

67 

４９ 

尚
書
注
疏 

巻
二 

68 

５０ 

易
経 

雑
卦
（
文
政
五
年
十
一
月
） 
69 

５１ 

曲
礼 

上
下 

檀
弓 

上
（
天
明
三
年
十
二
月
） 
70 

５２ 

周
礼 

司
服 

71 

５３ 

老
子
経 

王
弼
注 

72 

５４ 

老
子
経
備
検 

73 

５５ 

小
杏
園
集 

詩
文
集
版
下
稿 

74 

５６ 

赤
田
章
斎
詩
文
稿 

75 

５７ 

細
草
新
花
春
到
處
（
屏
風
六
曲
一
双
） 

76 

５８ 

春
日
雨
集 

77 

 

【
赤
田
誠
軒
】 

５９ 

雑
詩 

80 

６０ 

感
遇
行
三
首 

81 

６１ 

赤
田
誠
軒
書
簡 

82 

６２ 

中
極
大
紀 

83 

６３ 

筆
跡 

赤
田
誠
軒 

84 

６４ 

周
易 

巻
一
一
説
掛
伝
第
十
二
、
巻 

繁
辞
上
伝 

85 

６５ 

周
礼 

巻
二
一
七 

86 

６６ 

儀
礼 

巻 

士
喪
礼 

87 

６７ 

左
氏
伝
図
解 

巻
一
一
七
残
欠 

88 

６８ 

雑
稿
草
稿 

89 

６９ 

赤
田
誠
軒
詩
文
稿 

90 

７０ 

薫
風 

91 

 

【
附 

 

録
】 

『
岐
阜
県
教
育
史 

第
二
部
』
寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
教
授
所
（
写
） 

93 

 

（
読
み
下
し
・
考
察
：
糸
田 

恵
子
氏
） 

 
 

 



 



【静修館】 

― 1 ― 

         

【
静
修
館
】 

 
 



【静修館】 

― 2 ― 

１ 

学
問
教
授
所
静
修
館
と
赤
田
三
代 

  

江
戸
時
代
後
期
、
日
本
全
体
の
流
れ
と
し
て
学
問
の
担
い
手
が
武
家
・
役
人
か
ら
町
人
へ
と
移
っ
て
行
き
、
そ
の
流
れ
を
く
み
高
山
か
ら
も
多
く
の
町
人
学
者

が
生
ま
れ
て
い
る
。
赤
田
三
代
と
言
わ
れ
る
臥
牛
・
章
斎
・
誠
軒
が
出
た
赤
田
家
も
元
は
酒
造
業
を
営
む
商
家
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
赤
田
三
代
で
あ
る
が
、
絵
画
・
俳
諧
等
多
彩
に
活
躍
し
た
津
野
滄
洲
、
飛
騨
の
俳
諧
の
第
一
人
者
で
あ
り
雲

橋
社
の
創
始
者
で
あ
る
加
藤
歩
簫
、
本
居
宣
長
門
下
の
国
学
者
田
中
大
秀
な
ど
と
同
時
期
に
、
赤
田
臥
牛
は
活
躍
し
て
い
る
。『
斐
太
後
風
土
記
』
を
著
し
た
富

田
礼
彦
は
章
斎
の
門
下
で
学
び
、
山
岡
鉄
舟
は
幼
少
時
代
に
誠
軒
の
教
え
を
受
け
る
な
ど
、
赤
田
三
代
は
飛
騨
の
文
化
人
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。 

教
授
所
静
修
館
は
、
赤
田
臥
牛
や
そ
の
弟
子
が
中
心
に
な
り
、
飛
騨
で
学
問
を
志
す
者
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
教
え
た
の
は
中
国
の
朱
子
学
に
様
々

な
学
派
の
内
容
を
取
り
入
れ
た
折
衷
学
で
あ
る
。
臥
牛
が
興
し
た
静
修
館
は
、
息
子
の
章
斎
・
孫
の
誠
軒
へ
と
受
け
継
が
れ
、
静
修
館
は
「
飛
騨
で
学
問
を
す
る

者
で
学
ば
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
飛
騨
の
学
問
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
。 

 

［
静
修
館
の
沿
革
］ 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
一
之
町
の
赤
田
家
居
宅
隣
に
て
開
校 

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
二
代
目
章
斎
の
時
、
高
山
町
で
大
火
が
起
こ
り
類
焼
焼
失 

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
馬
場
町
（
え
び
坂
上
の
角
地
）
に
移
転 

弘
化
一
年
（
一
八
四
四
）
神
明
町
角
（
神
明
駐
車
場
あ
た
り
）
に
移
転 

 

臥
牛
五
十
八
歳
の
時
、
飛
騨
郡
代
田
口
五
郎
左
衛
門
の
援
助
の
も
と
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
開
か
れ
た
。
開
設
費
用
は
門
人
た
ち
の
寄
付
に
よ
り
ま
か
な
っ
た
。

門
人
は
数
百
人
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

漢
学
を
教
授
す
る
学
問
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
儒
教
の
先
哲
で
あ
る
孔
子
を
祭
る
儀
式
「
釈
奠
」（
せ
き
て
ん
）
が
毎
年
行
わ
れ
、
こ
の
日
は
役
場
が
休
み

に
な
り
郡
代
も
参
列
し
た
。
こ
れ
は
、
藩
に
お
け
る
藩
校
並
み
の
扱
い
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

歴
代
の
郡
代
の
庇
護
を
受
け
な
が
ら
受
け
継
が
れ
た
静
修
館
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
学
問
教
授
方
と
な
っ
た
三
代
目
誠
軒
は
梅
村
知
事
と
意
見
が
対
立
。
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こ
れ
に
よ
り
静
修
館
は
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

○
赤
田
臥
牛 

 

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
～
文
政
五
年
（
一
八
二
二
） 

名
は
朱
義
・
元
義 

通
称
は
赤
田
新
助 

号
は
臥
牛
山
人
等
。 

幼
い
こ
ろ
よ
り
学
問
の
才
が
あ
っ
た
が
、
家
業
の
酒
造
業
を
重
ん
じ
る
父
親
は
臥
牛
が
学
問
を
す
る
こ
と
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
飛
騨
に
あ
っ
て
、
学
問
の
師
も

な
く
、
ま
た
共
に
学
ぶ
学
友
も
な
い
。
こ
の
状
況
に
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
酒
造
業
・
養
蚕
業
を
営
む
文
人
津
野
滄
洲
で
あ
っ
た
。
彼
の
導
き
で
尾
張
の
松
平
君

山
、
浅
井
図
南
ら
の
儒
学
者
に
学
ぶ
機
会
を
得
、
臥
牛
の
才
能
は
花
開
く
。
飛
騨
に
赴
任
し
た
郡
代
も
臥
牛
に
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
後
に
田
口
郡
代
の
援
助
を
受

け
学
問
所
静
修
館
を
開
設
し
飛
騨
の
学
問
の
中
心
と
な
っ
た
。 

 

［
臥
牛
の
文
字
］ 

見
慣
れ
れ
ば
「
臥
牛
の
字
」
と
分
か
る
癖
の
あ
る
文
字
を
書
く
。
住
香
草
文
庫
に
は
臥
牛
の
手
書
き
の
原
稿
等
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
の
み
で
書
か

れ
た
も
の
は
踊
る
よ
う
な
面
白
い
字
。
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
も
の
は
く
せ
字
で
と
て
も
読
み
辛
い
。 

  

○
赤
田
章
斎 

 

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
～
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
） 

名
は
光
暢 

通
称
は
赤
田
晋
助 

号
は
鋸
埜
逸
民
等
。 

父
臥
牛
の
跡
を
継
ぎ
静
修
館
で
門
人
に
教
授
し
た
。
性
格
は
教
敬
謹
慎
（
ま
じ
め
で
礼
儀
正
し
い
）
弟
子
に
は
友
に
対
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。（『
濃

飛
文
教
史
』）
こ
れ
に
よ
り
弟
子
の
数
は
益
々
増
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
父
臥
牛
の
死
後
五
年
た
っ
て
、
津
野
滄
洲
の
息
子
延
賢
と
共
に
『
臥
牛
集
』
十
巻
を

出
版
し
た
。 

 

［
章
斎
の
文
字
］ 

現
代
の
私
た
ち
で
も
一
見
し
て
読
め
る
部
分
が
多
い
整
っ
た
文
字
を
書
い
て
お
り
、
こ
の
特
別
展
準
備
に
お
い
て
も
、
〝
こ
れ
は
す
ぐ
読
め
そ
う
だ
〟
と
い
う

資
料
を
抜
き
出
し
た
ら
全
て
章
斎
の
も
の
で
あ
っ
た
。 
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○
赤
田
誠
軒 

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
～
明
治
六
年
（
一
八
七
三
） 

名
は
玿
・
商
衡 

通
称
は
赤
田
新
助
・
晋
助
・
瑛
次
郎
等
。 

学
才
高
く
、
父
章
斎
の
教
え
を
受
け
八
歳
に
し
て
素
読
（
漢
文
の
書
籍
を
音
読
す
る
こ
と
）
を
静
修
館
の
門
人
に
教
授
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
性
格
は
品
行
方
正
、

誠
意
誠
心
。
幅
広
く
学
問
を
修
め
た
。（『
濃
飛
文
教
史
』） 

明
治
に
入
り
、
梅
村
速
水
知
事
よ
り
高
山
県
の
学
問
教
授
方
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
月
に
一
度
一
般
民
衆
を
集
め
雑
講
と
し
て
様
々
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
講
義

し
た
。
後
に
梅
村
知
事
と
意
見
が
合
わ
ず
対
立
し
静
修
館
を
閉
じ
る
。
北
越
加
賀
・
能
登
な
ど
を
巡
り
、
金
沢
に
居
を
構
え
た
。
最
後
は
病
を
得
て
高
山
に
戻
り

四
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。 

  

★
豆
知
識
１ 

「
教
授
所
静
修
館
は
漢
学
を
教
え
る
学
校
で
し
た
！
」
と
言
わ
れ
て
も
、「
ふ
ー
ん
。・
・
・
？
」
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

「
漢
学
」
つ
ま
り
中
国
の
学
問
は
、
日
本
が
中
国
か
ら
漢
字
を
輸
入
し
て
以
来
日
本
人
の
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
根
付
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

学
問
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、「
学
問
す
る
」
と
い
っ
た
ら
「
漢
学
を
修
め
る
こ
と
」
だ
っ
た
の
で
す
。
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
で
武
家
の
子
供

が
音
読
し
て
い
る
の
は
『
論
語
』
な
ど
。「
子
の
た
ま
わ
く
・
・
・
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。 

現
代
で
も
、
例
え
ば
表
彰
状
の
「
日
頃
の
努
力
の
成
果
を
讃
え
こ
こ
に
こ
れ
を
賞
し
ま
す
」
な
ど
と
い
う
の
は
い
か
に
も
漢
文
の
読
み
下
し
調
で
す
。

便
利
な
仮
名
文
字
を
作
り
出
そ
う
と
も
、
長
い
間
日
本
の
正
式
な
文
章
は
漢
文
で
し
た
。
そ
の
漢
学
を
教
え
る
教
授
所
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
お
役
所

の
ト
ッ
プ
も
教
え
を
乞
い
、
公
に
も
認
め
ら
れ
た
学
校
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

★
豆
知
識
２ 

 

明
治
の
こ
ろ
ま
で
「
漢
詩
の
一
つ
も
作
れ
な
け
れ
ば
、
知
識
人
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
、
漢
詩
は
知
識
人
文
化
人
の
重
要
な
た
し
な
み
の
一

つ
で
し
た
。 

 

漢
詩
の
ブ
ー
ム
は
歴
史
の
中
で
何
度
か
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
も
大
き
な
ブ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
の
儒
学
を
学
ぶ
人
（
儒
者
）
が
漢
詩

を
作
り
、
大
量
の
漢
詩
集
が
世
に
出
て
い
ま
す
。
臥
牛
は
愛
知
・
滋
賀
・
京
都
な
ど
の
儒
学
者
か
ら
教
え
を
受
け
交
流
し
学
問
を
進
め
ま
し
た
。
赤
田

臥
牛
の
『
臥
牛
集
』
も
こ
の
時
代
に
出
さ
れ
た
漢
詩
集
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。 

 



【静修館】 
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２ 

「
釈
奠
（
せ
き
て
ん
）」
祭
壇
飾
り
一
式
・
瓦
豆 

 

 
   

 

（
静
修
館
に
飾
ら
れ
て
い
た
孔
子
図
） 

 
 

 
 

 
 

 
  

（
祭
具
・
瓦
豆 

一
式
） 

 

［
瓦
豆

が

と

う

］ 

 

瓦 が

と
は
焼
き
物
、
豆 と

う

と
は
高
坏
を
示
す
。
飛
騨
教
諭
所
の
釈
奠
に
使
用
さ
れ
た
容
器
で
あ
る
。 

 

釈
奠
と
は
、
孔
子
を
祭
る
典
礼
の
こ
と
で
、
毎
年
二
月
と
八
月
の
二
回
、
そ
の
月
の

丁
ひ
の
と

の
日
に
執
行
さ
れ
た
。
天
保
十
三
年
二
月
の
時
、

時
の
豊
田

 

郡
代
が
之
に
参
拝
し
、
以
後
歴
代
の
郡
代
が
参
拝
し
て
い
る
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵・掛軸) 

(一之宮支所蔵) 



【静修館】 
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３ 

高
山
町
教
授
所
取
建
願
・
附
（
写
） 

               

臥
牛
が
静
修
館
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
高
山
御
役
所
へ
願
い
出
た
文
書
。 

こ
れ
ま
で
子
供
に
漢
籍
を
読
む
こ
と
を
教
え
て
い
た
が
、
手
狭
に
な
り
席
も
足
り
な

い
の
で
隣
接
地
に
あ
る
空
き
屋
敷
を
整
備
し
た
い
。
材
料
の
材
木
な
ど
は
既
に
あ
る
の

で
調
達
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
だ
、
と
高
山
御
役
所
あ
て
に
届
け
出
て
い
る
。 

○
附
録
『
岐
阜
県
教
育
史 

第
二
部
』
寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
町
教
授
所
「
五
〇 

高

山
町
教
授
所
取
建
願
」
に
読
み
下
し
文
有
。 

 
 

(県歴史博物館蔵[1･53-2-1]・文書) 



【静修館】 
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４ 

高
山
町
教
授
所
取
建
上
申
書
（
写
） 

 

 

 

○
附
録
『
岐
阜
県
教
育
史 

第
二
部
』
寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
町
教
授
所
「
五
一 

高
山
町
教
授
所
取
建
上
申
書
」
に
読
み
下
し
有
。 

 
 

(県歴史博物館蔵[1･53-2-2]・文書) 



【静修館】 
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５ 

高
山
町
教
授
所
場
所
替
願
書
写 

  

○
附
録
『
岐
阜
県
教
育
史 

第
二
部
』
寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
町
教
授
所
「
五
二 

高
山
町
教
授
所
場
所
替
願
」

に
読
み
下
し
有
。 

 

          
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-46-1]・文書) 



【静修館】 
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６ 

教
授
所
絵
図
面
（
教
授
所
再
興
願
出
書
） 

 

 

最
初
一
之
町
に
あ
っ
た
静
修
館
は
火
災
の
類
焼
に
遭
い
、
天
保
五
年
に
え
び
坂
上
角
地
で
再
出
発
す
る
。
こ
の

文
書
は
天
保
三
年
に
教
授
所
再
興
に
つ
い
て
町
年
寄
に
願
い
出
た
も
の
。
元
々
所
有
し
て
い
た
赤
田
家
の
土
地
に

並
ん
で
森
七
左
衛
門
家
の
土
地
が
あ
り
、
そ
こ
も
借
り
受
け
て
教
授
所
を
建
て
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。 

森
七
左
衛
門
家
は
森
七
の
名
で
知
ら
れ
た
味
噌
醤
油
業
を
い
と
な
む
豪
商
で
、
文
化
人
も
多
く
出
て
い
る
。 

○
附
録
『
岐
阜
県
教
育
史 

第
二
部
』
寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
町
教
授
所
「
五
二
附 

高
山
町
教
授
所
絵
図
面
」
に

読
み
下
し
有
。 

 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-46-2]・文書) 



【静修館】 
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７ 

菊
地
愿
明
詩
稿 

大
原
亀
五
郎
元
締
（
静
修
館
塾
生
詩
稿
） 

 

 

大
原
亀
五
郎
元
締 

菊
地
金
助
の
詩
稿
。 

大
原
亀
五
郎
は
『
高
山
市
史 

徳
川
氏
直
轄
時
代
』
に
名
前
が
見
ら
れ
る
。
手
附
・
手
代
は
役
所
の
長
官
と
し
て
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
代
官
・
郡
代
の
補
佐

役
で
、
そ
の
中
で
も
首
席
の
者
が
元
締
で
あ
る
。
幕
府
の
役
人
も
通
っ
て
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
実
際
に
分
か
る
資
料
で
あ
る
。 

メ
モ
書
き
で
「
是
よ
り
定
会
宿
題
」
と
あ
る
。
俳
句
な
ど
と
同
じ
様
に
次
回
の
定
例
詩
会
に
向
け
、「
お
題
」
が
出
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
に
詩
を
作
っ
て
行
く
宿

題
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

十
三
代
郡
代
大
原
亀
五
郎
は
十
二
代
代
官
大
原
彦
四
郎
の
息
子
。
大
原
親
子
の
時
に
大
規
模
な
百
姓
一
揆
「
大
原
騒
動
」
が
起
こ
っ
た
。
亀
五
郎
が
郡
代
と
な

っ
た
頃
、
臥
牛
は
三
十
代
で
あ
っ
た
。 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･09-37]・冊子) 



【静修館】 
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８ 

上
田
済
世
詩
稿
（
静
修
館
塾
生
詩
稿
） 

 

 

上
田
済
世
の
詩
稿
。 

上
田
済
世
は
、
名
医
で
知
ら
れ
た
臥
牛
の
弟
子
。
弟
子
の
中
で
も
特
に
漢
詩
が
得
意
だ
っ
た
ら
し
い
。
『
臥
牛
集
』
に
も
名
前
が
頻
繁
に
出
て
く
る
人
物
。
臥

牛
の
漢
詩
は
江
村
北
海
撰
の
『
日
本
詩
選
』
に
五
点
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
済
世
の
漢
詩
も
一
点
選
ば
れ
て
い
る
。 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･09-38]・冊子) 



【静修館】 
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９ 

教
授
所
規
定
書 

 

章
斎
の
代
で
教
授
所
再
興
を
願
い
出
た
際
、
こ
の
規
定
書
を
作
り
役
所
に
提
出
し
た
。
教
授
所
の
姿
勢
や

運
営
方
法
を
決
め
て
あ
る
。 

 

［
主
な
内
容
］ 

赤
田
臥
牛
が
静
修
館
を
開
き
家
塾
と
し
て
い
ま
し
た
が
大
火
で
類
焼
焼
失
し
た
た
め
息
子
の
章

斎
の
代
で
再
興
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
教
授
所
で
先
生
と
な
る
も
の
は
、
静
修
館
で
の
教
授
ば
か
り
か
国
中
（
飛
騨
全
域
）
に
出

向
き
教
え
、
ま
た
そ
の
人
た
ち
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
章
斎
は

静
修
館
の
先
生
と
な
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
す
。 

行
動
の
悪
い
も
の
、
国
中
の
手
本
と
な
ら
な
い
よ
う
な
者
は
、
例
え
赤
田
家
出
身
者
で
あ
っ
て

も
先
生
と
は
認
め
ま
せ
ん
。 

章
斎
が
病
気
ま
た
は
外
回
り
で
不
在
と
な
っ
て
い
る
時
は
、
塾
生
の
中
で
学
問
の
進
ん
で
い
る

も
の
が
代
理
を
務
め
ま
す
。 

先
生
・
塾
生
共
々
不
行
き
届
き
が
な
い
よ
う
全
員
で
気
を
付
け
ま
す
。 

 

○
附
録
『
岐
阜
県
教
育
史 
第
二
部
』
寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
町
教
授
所
「
五
三 

高
山
町
教
授
所
規
定
書
」

に
読
み
下
し
有
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-46-9]・文書) 



【静修館】 
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１０ 

童
蒙
訓 

  
 

 

［
童
蒙
訓
］ 

童
蒙
へ
の
教
え
（
童
蒙
は
、
物
事
を
知
ら
な
い
子
ど
も
、
又
は
何
か
を
習
い
始
め
の
初
心
者
の
こ
と
） 

聖
人
の
道
は
孔
子
が
集
大
成
。
堯
舜
に
始
ま
り
、
殷
・
西
周
を
経
て
、
東
周
の
末
に
孔
子
が
生
ま
れ
た
。
孔
子
の
「
論
語
は
」、
宇
宙
第
一
の

書
で
あ
る
。 

父
義
・
母
慈
・
兄
友
・
弟
恭
・
子
は
孝
行
と
い
う
五
教
。
人
が
人
た
る
五
倫
（
君
主
・
父
・
夫
婦
・
朋
友
、
長
幼
の
あ
る
べ
き
姿
）。
孟
子
の

教
え
で
あ
る
五
常
、
仁
義
礼
智
信
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
智
・
仁
・
勇
の
三
徳
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。 

学
問
す
る
の
な
ら
ば
、
幼
い
時
か
ら
朝
に
夕
に
こ
れ
を
暗
唱
し
、
自
分
を
磨
く
姿
勢
を
持
ち
続
け
な
さ
い
。
怠
け
て
は
な
ら
な
い
。
道
を
得

た
な
ら
ば
、
愚
者
は
賢
者
に
、
貧
し
い
も
の
は
豊
か
に
な
る
。
常
々
こ
れ
を
心
に
留
め
、
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
ぞ
。 

 
 

(個人蔵・冊子) 
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１１ 

飛
騨
先
儒
赤
田
氏
修
墓
記
事 

  

 

   

(個人蔵・冊子) 



【赤田臥牛】 
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【
赤
田
臥
牛
】 

 
 



【赤田臥牛】 
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１２ 

蘭
亭
尚
歯
會
詩
有
序
略
之
（
七
言
絶
句
） 

 

 

蘭
亭
尚
歯
會
詩
有
序
略
之 

 

三
月
小
盡
席
上
作 

一
時
毛
白
伴
袈
裟 

満
座
清
談
落
日
斜 

為
惜
今
宵
春
終
尽 

留
連
到
暁
共
看
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臥
牛
誼
草 

 

蘭
亭
の
尚
歯
會
で
詠
ん
だ
詩
「
序
も
あ
る
が
省
略
す
る
」
と
あ
る
。

 

蘭
亭
は
加
藤
歩
簫
の
こ
と
。
尚
歯
會
（
し
ょ
う
し
か
い
）
と
は
、
高

年
の
人
々
が
集
ま
っ
て
宴
会
と
と
も
に
歌
を
詠
ん
だ
り
漢
詩
を
詠
ん

だ
り
す
る
風
雅
の
会
。
た
い
て
い
七
人
で
行
う
慣
例
で
あ
っ
た
。
文
中

三
行
目
に
も
「
七
老
身
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
後
に

「
会
有
僧
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
中
に
は
僧
侶
も
い
た
ら
し

い
。
三
月
小
盡
と
あ
り
、
新
暦
で
は
三
月
末
か
ら
五
月
初
。
陽
気
の
良

い
時
期
に
老
人
が
集
い
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
詩
を

作
っ
た
り
。
朝 

蘭
亭
に
招
か
れ
、
翌
朝 

共
に
花
を
看
る
ま
で
楽
し

ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田臥牛】 
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１３ 

一
時
詞
客
興
相
仍
（
七
言
律
詩
） 

 

 

一
時
詞
客
興
相
仍 

疎
懶
看
予
與
老
増 

喬
木
先
呼
求
友
鳥 

閑
門
不
禁
看
家
僧 

盆
中
粉
蘂
香
纔
吐 

杯
裏
流
露
気
正
蒸 

酔
後
留
連
天
朝
暁 

臥
牛
山
外
月
初
昇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臥
牛
題 

 

親
し
い
客
人
が
訪
れ
た
。
お
互
い
に
年
を
取
っ
た
が
変

わ
ら
ず
大
切
な
友
だ
と
楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
別
れ

を
惜
し
ん
で
明
け
方
ま
で
到
っ
た
。 

  
 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田臥牛】 
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１４ 

添
蓮
（
七
言
絶
句
） 

 

 

 

初
發
芙
蓉
出
水
寒 

不
枝
不
蔓
露
団
々 

莫
教
越
女
採
将
去 

我
作
濂
溪
君
子
看 

添
蓮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

臥
牛
山
人
義 

 

周
敦
頤
が
詠
ん
だ
『
愛
蓮
説
』
を
引
用
し
た
も
の
。
四
句
目
に
あ
る
「
濂
溪
」
は
周
敦
頤
の
号
愛
蓮
説
に
、「
菊
は
花
の
隠
逸
な
る
者
な
り
、
牡
丹
は
花
の
富

貴
な
る
者
な
り
、
蓮
は
花
の
君
子
た
る
者
な
り
」
（
菊
は
隠
者
の
花
、
牡
丹
は
金
持
ち
の
花
、
蓮
は
君
子
の
花
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
蓮
が
泥
水
の
中
か
ら
す

っ
と
伸
び
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
君
子
の
俗
に
流
さ
れ
な
い
清
廉
潔
白
な
姿
に
な
ぞ
ら
え
る
も
の
。 

こ
の
詩
の
中
に
は
更
に
別
の
引
用
も
含
ま
れ
て
い
る
。
三
句
目
の
「
越
女
採
」
は
『
採
蓮
曲
』（
蓮
を
摘
む
曲
）
か
ら
来
て
い
る
。「
採
蓮
曲
」
は
中
国
の
有
名

な
詩
人
李
白
や
白
居
易
や
王
昌
齢
ら
が
作
っ
て
い
る
が
、
臥
牛
の
こ
の
詩
に
影
響
し
た
の
は
王
昌
齢
の
詩
と
思
わ
れ
る
。（
詩
の
中
に 

摘
取
芙
蓉
花
、
莫
摘
芙

蓉
叶 

と
あ
る
） 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田臥牛】 
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★
豆
知
識
３ 

漢
詩
は
、
音
の
高
低
を
そ
ろ
え
た
り
似
た
音
を
使
っ
て
韻
を
ふ
む
な
ど
、
音
に
関
す
る
決
ま
り
ご
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
国
語
の
発

音
を
詳
し
く
知
ら
な
い
日
本
人
が
漢
詩
を
作
る
と
い
う
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
す
。 

そ
れ
と
同
時
に
、
漢
詩
の
中
で
は
、
古
い
作
品
の
表
現
を
使
っ
て
そ
の
場
面
を
連
想
さ
せ
詩
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
技
法

と
し
て
あ
り
ま
す
。
菊
と
い
え
ば
陶
淵
明
の
隠
者
の
暮
ら
し
、
柳
の
枝
と
い
え
ば
別
れ 

と
い
う
よ
う
に
で
す
。 

古
い
故
事
か
ら
の
引
用
も
深
い
知
識
が
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
が
漢
詩
を
作
る
時
に
は
、
ど
れ
ほ

ど
本
場
中
国
の
作
品
を
知
っ
て
い
て
、
自
身
の
作
品
の
中
に
取
り
入
れ
る
か
と
い
う
の
が
腕
の
見
せ
所
の
一
つ
で
し
た
。 
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１５ 

青
青
杜
若
満
前
池
（
七
言
絶
句
） 

 

 

青
青
杜
若
満
前
池 

岸
上
微
風
香
自
移 

欲
寄
佳
人
同
所
遊 

采
芳
聊
誦
楚
臣
辞 

右
詠
池
上
杜
若
奉
呈 

攀
桂
府
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
元
義
拝
稿 

 

青
々
と
し
た
か
き
つ
ば
た
が
庭
い
っ
ぱ
い
に
育
ち
、
岸
を
吹

く
微
風
は
よ
い
香
り
を
運
ん
で
い
る
。
共
に
遊
ぼ
う
と
思
っ
て

友
を
訪
ね
、
香
り
の
よ
い
草
を
摘
み
な
が
ら
少
し
楚
辞
な
ど
口

ず
さ
む
。 

「
楚
辞
」
は
、
中
国
の
漢
の
時
代
の
書
物
。
古
い
時
代
の
歌

を
集
め
た
も
の
。 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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１６ 

寄
題
小
谷
長
圓
道
場
（
七
言
絶
句
） 

 

 

 

小
谷
縈
廻
阿
水
通 

寺
前
山
勢
日
観
雄 

何
須
■
■
如
懸
鼓 

方
在
小
光
照
■
中 

 

寄
題
小
谷
長
圓
道
場 

 

臥
牛
山
人
書 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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１７ 

昔
者
（
七
言
絶
句
） 

 

 

鳥
啼
花
落
暮
春
天 

二
十
餘
霜
嘆
逝
川 

昔
日
高
僧
把
翁
手 

相
看
感
喜
■
園
縁 

 
 

 
 

 
 

 
 

臥
牛
山
人
元
義 

 

東
蒿
師
没
後
二
十
年
に
息
子
東
邱
子
に
贈
っ
た
漢
詩 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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１８ 

謹
茲
拝
貺
因
賦
一 

 

 

 

（
前
部
分
略
） 

 

謹
茲
拝
貺
因
賦
一
絶
句
志
喜
併
短
述
以
謝
恩
門
下 

 

画
裏
風
光
筆
有
神 

寫
成
好
信
一
枝
新 

春
雲
不
隔
朱
門
道 

来
作
山
中
白
屋
春 

 
 

 
 

 

飛
騨
赤
田
義
拝
識 

 
 

 
 

 
 

 

時
年
七
十
有
五 

 
 

(個人蔵・掛軸) 
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１９ 

真
宗
上
人
初
過
訪
（
七
言
絶
句
） 

 

真
宗
上
人
初
過
訪 

臘
雪
粉
粉
庭
樹
間 

柴
門
落
日
白
雲
還 

飄
然
飛
陽
空
中
鷺 

時
有
道
人
新
出
山 

 

（
鷺 

あ
る
い
は 

鸞
） 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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２０ 

臥
牛↔

舘
柳
湾
（
消
息
） 

 

 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵・掛軸) 

棒
誦 

弥
御
安
寧 欣

喜 

之
至
秦
奉
存
候
。 

今
日
両
国 

御
過
訪
之
処
繁
劇 

二
て
不
得 

御
面
晤 

慙
愧 

不
少
奉
存
候
。
猶
又
明
夜 

御
会
之
状 

委
細
承
知 

い
た
し
候
。
貴
宅
ニ
て
は 

如
何
過
有
之
哉
。
御
差
支
も 

無
御
座 

候
ハ
バ
や
は
り 

貴
宅
之
方
可
然
奉
存
候 

夫
故 

御
故
障
も
可
有
候
ハ
バ
寺
院
等 

可
然
哉
。
昨
年
頗
春
意
も 

動
候
間 

東
山
之
内
可
然
奉 

存
候
。
尤 

茶
計
御
支
度 

其
餘
御
餐
饗
応
え
ら
し
き 

事
ハ
一
切
無
用
と
奉
存
候
。 

只
今
退
色 

 

怱
々
頓
首 

 

拝
貴
酬 

  

十
四
夜 

 

渡 

臥
牛
先
醒 

 
 

 
 

柳
湾 

 
 

 

几
下 

 
棒
誦
＝
一
筆
啓
上
の
意
か
？
・
棒
誦 

熟
語
が
な
い
の
で
（
拝
読
）
の
く
ず
し
に

見
え
る
。 

過
訪
＝
立
ち
寄
る
・
訪
問
す
る 

繁
劇
＝
仕
事
が
非
常
に
忙
し
い 

面
晤
＝
面
会
し
て
話
す 

慙
愧
＝
深
く
恥
じ
入
る 

       

春
意
＝
春
の
の
ど
か
な
心
持 

    

退
色
＝
食
事
を
と
り
に
帰
っ
て
い
る 

貴
酬
＝
返
事
の
手
紙
の
脇
付
き
用
い
語 

   

臥
牛
先
醒
＝
赤
田
臥
牛
（
漢
学
者
） 
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２１ 

飛
騨
籠
渡
し
図
（
大
森
旭
亭
筆
） 

 

 

 
 

(個人蔵・掛軸) 
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２２ 

臥
牛
集 

 

 
 

 
 

(個人蔵・冊子) 
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巻
一
・
二
（
巻
頭
） 

 

江
村
北
海
が
臥
牛
の
た
め
に
書
い
た
序
文
。 

 

江
村
北
海
（
正
徳
三
年(

一
七
一
三)

～
天
明
八
年(

一
七
八
八)

） 

儒
者
・
漢
詩
人
。『
日
本
詩
史
』『
日
本
詩
選
』
著
。 

京
都
宮
津
藩
儒
者
の
江
村
家
に
養
子
入
り
。
藩
主
に
認
め
ら
れ
重
用
さ

れ
た
。
藩
主
に
付
い
て
美
濃
郡
上
藩
に
居
住
。
郡
上
藩
を
離
れ
た
後
も
度
々

教
授
に
訪
れ
る
な
ど
関
わ
り
が
続
い
た
。
江
村
北
海
は
高
山
を
訪
れ
よ
う

と
し
た
が
、
中
山
七
里
の
険
し
い
道
に
恐
れ
を
な
し
引
き
返
し
た
と
い
う

逸
話
が
残
っ
て
い
る
。 

北
海
は
『
日
本
詩
史
』
の
中
で
飛
騨
の
学
問
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
評
し
て
い
る
。「
伊
藤
東
涯
が
〝
飛
騨
に
は
学
問
を
す
る
者
が
い
な
い
〟

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
飛
騨
と
い
う
所
は
技
芸
す
る
者
は
あ
る
程
度
い

る
よ
う
だ
が
、
学
問
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
。
随
分
な
言
わ

れ
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
日
本
全
国
の
漢
詩
人
の
作
品

を
集
め
た
『
日
本
詩
選
』
に
は
臥
牛
の
漢
詩
が
五
首
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
臥
牛
集
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臥
牛
の
詩
才
は
認
め
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 （
参
考
）
江
村
北
海
著 

『
日
本
詩
史
』 

 

巻
三
・
巻
五
の
二
か
所
で
飛
騨
の
学
問
不
振
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。 

 
 

(個人蔵・冊子) 
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巻
三
・
四
（
巻
三
ー
十
三
頁
） 

 

船
津 

籠
渡
し
・
藤
橋 

臥
牛
は
、
津
野
滄
洲
と
共
に
船
津
籠
渡
・
藤
橋
の
二
図
を
描
き
、
天
皇
に

上
納
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
船
津
の
籠
渡
し
は
安
藤
広
重
の
六
拾
余
州

名
所
図
会
に
「
飛
騨
籠
渡
し
」
と
し
て
描
か
れ
た
交
通
の
難
所
で
あ
り
ま
た

名
所
で
あ
っ
た
。 

臥
牛
の
詩
に
「
断
崖
が
靄
の
中
に
横
た
わ
り
、
遠
く
下
の
急
流
が
白
波
を

上
げ
る
肝
を
冷
や
す
風
景
だ
。
山
道
は
人
が
空
中
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
ほ
ど
高
い
と
こ
ろ
に
細
々
と
通
っ
て
い
る
。
飛
騨
の
人
々
は

こ
こ
を
通
っ
て
商
い
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
詠
っ
て
い
る
。 

 

 

   
 

(個人蔵・冊子) 
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巻
三
・
四
（
巻
四
ー
二
頁
） 

       
 

(個人蔵・冊子) 

同
楚
翁
及
諸
子 

遊
宮
村
山
中 

 

棧

畔

悲

風

夕

日

沈

 

松

杉

一

徑

有

猿

吟

 

宮

村

雨

過

叢

祠

暗

 

位

嶺

雲

封

断

謁

深

 

夜

宿

僧

房

丹

洞

口

 

朝

探

石

耳

緑

渓

陰

 

遊

蹤

處

々

名

山

遍

 

且

逐

漁

樵

擬

向

禽

 
 

棧
畔

さ
ん
は
ん

の
悲
風

ひ

ふ

う

夕
日

せ
き
じ
つ

沈
む 

松
杉

し
ょ
う
さ
ん

一
径
猿
の
吟
る
有
り 

宮
村
雨
過
ぎ
て
叢
祠

そ

う

し

暗
く 

位
嶺

い

れ

い

雲く
も

封ふ
う

じ
て
断
謁

だ
ん
け
ん

深
し 

夜
僧
房
に
宿
す
丹
洞

た
ん
ど
う

の
口 

朝
ち
ょ
う

に
石
耳

せ

き

じ

を
探
る
緑
渓

り
ょ
く
け
い

の
陰 

遊
蹤

ゆ
う
し
ょ
う

處
々

し
ょ
し
ょ

名
山

め
い
ざ
ん

遍
あ
ま
ね

く 

且か
つ

漁
樵

ぎ
ょ
し
ょ
う

を
逐お

い

て
向
禽

こ
う
き
ん

に
擬ぎ

す 
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巻
五
・
六
（
巻
五
ー
三
頁
） 

 

 

舘
柳
湾
と
の
親
交 

舘
柳
湾
は
、
臥
牛
集
に
郡
丞
と
し
て
度
々
名
前
が
挙
が
り
親
交
を
伺
う

こ
と
が
で
き
る
人
物
で
あ
る
。
柳
湾
は
寛
政
十
二
年
郡
代
と
し
て
飛
騨
に

着
任
し
た
小
出
大
助
に
従
い
、
元
締
手
代
の
役
職
で
飛
騨
に
や
っ
て
き
た

役
人
で
あ
る
。
在
任
は
五
年
間
。
柳
湾
は
漢
詩
を
詠
む
の
が
得
意
で
、『
柳

湾
漁
唱
』
と
い
う
漢
詩
集
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
詩
集
に
は
、
高
山
の
こ
と

を
詠
ん
だ
漢
詩
が
三
十
首
あ
ま
り
あ
り
、
高
山
の
風
俗
を
詠
ん
だ
高
山
竹

枝
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

小
出
郡
代
も
ま
た
臥
牛
に
敬
意
を
払
い
、
講
義
を
開
か
せ
て
自
ら
も
学

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
小
出
郡
代
に
代
わ
っ
て
田
口
郡
代
が
赴
任
し
た

時
期
に
教
授
所
静
修
館
開
設
を
幕
府
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
。
臥
牛
は

郡
代
か
ら
も
一
目
お
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

   
 

(個人蔵・冊子) 
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巻
七
・
八
（
巻
八
ー
十
頁
） 

浅
水
琴
の
逸
話 

 

『
飛
騨
編
年
史
要
』
文
化
三
年
七
月
四
日
に
、「
益
田
郡
羽
根
村
の
大
杉

倒
れ
、
老
媼
一
人
圧
せ
ら
れ
て
死
す
、
後
年
田
中
大
秀
此
材
を
以
て
浦
上
玉

堂
に
誂
へ
て
琴
を
製
し
、
浅
水
琴
と
銘
す
。」
と
あ
る
。
こ
の
逸
話
に
は
臥

牛
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
臥
牛
集
巻
八
の
「
檆
材
浅
水
琴
記
」
に

記
さ
れ
て
い
る
。（
檆
材
は
杉
材
の
こ
と
） 

臥
牛
は
、
こ
の
大
杉
の
材
を
手
に
入
れ
て
い
た
。「
こ
の
材
を
使
っ
て
琴
を

作
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。」
と
田
中
大
秀
に
語
っ
た
所
、
大
秀
も
大
い
に
賛

成
し
た
。
臥
牛
は
田
中
大
秀
よ
り
二
十
九
歳
年
上
で
あ
る
。
大
秀
も
静
修
館

で
学
ん
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
二
人
は
話
し
合
い
名
の
知
ら
れ
た
画
家
で
琴

の
名
人
で
も
あ
る
浦
上
玉
堂
に
琴
の
製
作
を
依
頼
し
た
い
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
年
中
旅
に
あ
る
玉
堂
を
探
し
出
す
の
は
「
雲
の
中
の
鶴
を
探
す
よ
り

難
し
い
」
と
不
可
能
に
近
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
玉
堂
親
子

が
飛
騨
に
至
り
、
赤
田
家
に
宿
を
請
う
た
。 

汚
い
旅
姿
に
最
初
は
気
づ
か
ず
に
い
た
が
、
傍
ら
に
琴
を
片
時
も
離
さ
ぬ

姿
を
見
て
も
し
や
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
玉
堂
本
人
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
臥
牛
・
大
秀
共
に
大
喜
び
で
歓
待
し
、
琴
の
製
作
を
持
ち
か
け
た
所
、

玉
堂
が
喜
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
浦
上
玉
堂
監
修
、
飛

騨
の
工
匠 

中
川
吉
兵
衛
の
手
に
よ
る
琴
が
製
作
さ
れ
た
。 

琴
が
出
来
上
が
る
と
、
萩
原
の
現
地
で
盛
大
な
宴
会
を
開
き
、
琴
を
演
奏
し

て
披
露
し
た
。
琴
は
浅
水
琴
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

 
 

(個人蔵・冊子) 
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巻
九
・
十
（
巻
九
ー
六
頁
） 

 

臥
牛
を
見
出
し
た
津
野
滄
洲 

津
野
滄
洲
（
享
保
三
年(

一
七
一
八)

～
寛
政
二
年(

一
七
九
〇)

）
は
、
高

山
で
酒
造
業
・
養
蚕
業
を
営
み
、
絵
画
・
俳
諧
・
詩
文
・
狂
歌
と
多
彩
に
活

躍
し
た
文
人
で
あ
っ
た
。 

臥
牛
は
幼
少
よ
り
学
問
の
才
能
を
持
ち
な
が
ら
、
家
業
を
重
ん
じ
る
父

親
は
学
問
を
嫌
い
、
ま
た
、
身
近
に
学
友
も
師
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
惜
し

ん
だ
滄
洲
は
自
ら
の
広
い
交
友
の
中
か
ら
、
尾
張 

松
平
君
山
な
ど
他
所

の
学
者
へ
の
橋
渡
し
を
し
、
臥
牛
に
学
問
の
機
会
を
開
い
た
。 

滄
洲
は
臥
牛
を
非
常
に
可
愛
が
り
、
臥
牛
の
漢
詩
集
を
世
に
出
す
こ
と

を
望
ん
だ
が
、
臥
牛
は
そ
れ
を
辞
退
し
た
。
滄
洲
は
思
い
を
息
子
の
津
野
延

賢
に
託
し
、
臥
牛
の
死
後
、
延
賢
・
章
斎
に
よ
っ
て
臥
牛
集
が
世
に
出
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

     
 

(個人蔵・冊子) 



【赤田臥牛】 

― 34 ― 

２３ 

次
韻
和
（
七
言
絶
句
） 

 

次
韻
和 

竹
■
寄
■
奉
病
中
之
作 

老
来
病
肺
七
旬
餘 

喜
爾
青
年
情
不
疎 

日
夜
相
憐
病
気
到 

我
蘇
雷
雨
動
空
初 

臥
牛
山
人
元
義 

  
 

(個人蔵・紙片) 



【赤田臥牛】 

― 35 ― 

２４ 

赤
田
臥
牛
詩
文
稿
（
遺
稿
） 

第
一 

 

「
北
海
先
生
閲
」
と
あ
り
江
村
北
海
が
添
削
し
た
も
の
。
北
海
は
『
臥
牛
集
』
に
序
文
を
寄
せ
た
人
物
。『
日
本
詩
史
』『
日
本
詩
選
』
を
著
し
た
儒
学
者
で
漢

詩
人
で
あ
る
。 

臥
牛
は
津
野
滄
洲
の
導
き
で
尾
張
や
関
西
方
面
の
学
者
か
ら
教
え
を
受
け
る
機
会
を
得
た
が
、
名
の
知
れ
た
儒
学
者
で
あ
る
北
海
に
実
際
に
漢
詩
を
見
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
分
か
る
史
料
で
あ
る
。 

臥
牛
二
十
代
の
詩
稿
で
、
尾
張
松
平
君
山
先
生
、
彦
根
龍
草
廬
先
生
な
ど
臥
牛
が
教
え
を
受
け
た
儒
学
者
や
、
教
授
所
の
弟
子
の
名
前
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る

こ
と
か
ら
、
若
い
時
代
の
活
発
な
学
問
行
動
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館[住 3･09-30(1)]・冊子) 



【赤田臥牛】 

― 36 ― 

尾
張
松
平
君
山
校
閲
の
詩
稿 

             

松
平
君
山
は
尾
張
の
名
の
あ
る
儒
学
者
。
一
字
一
字
丁
寧
に
見
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
知
」
は
決
定
す
る
の
意
味
だ
か
ら
「
疑
」
の
文
字
を

え
ら
ん
だ
方
が
よ
い 

な
ど
と
、
文
字
の
選
び
方
や
表
現
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
も
た
く
さ
ん
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館[住 3･09-30(10)・冊子]) 



【赤田臥牛】 

― 37 ― 

臥
牛
集
巻
八
の
「
檆
材
浅
水
琴
記
」
の
下
書
き 

 

 

  
 

(飛騨高山まちの博物館[住 3･09-30(10)・冊子]) 



【赤田臥牛】 

― 38 ― 

２５ 

匡
廬
憶
昨
踏
雪
■
（
七
言
絶
句
） 

 

匡
廬
憶
昨
踏
雪
■ 

石
壁
松
清
古
殿
燈 

忽
見
香
煙
峰
頂
雪 

幾
回
空
仰
六
朝
僧 

 

（
七
言
絶
句
） 

 

落
月
高
懸
簷
外
松 

燈
前
有
羹(

？)

到
廬
峰 

一
聲
驚
破
寒
風
暁 

霜
■
■
林
残
夜
鐘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
石
道
人
義
拝 

     
 

(個人蔵・紙片) 



【赤田臥牛】 

― 39 ― 

２６ 

如
来
示
目
通
（
書
状
） 

 

除
日
と
は
大
晦
日
。
宛
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。 

冒
頭
「
如
来
示
目
通
（
来
示
の
如
く
目
通
り
：
ご
指
示
の
通
り
に
お
目
に
か
か
り
）」
と
あ
る
。 

大
意
は
、
他
所
に
出
向
い
て
い
た
人
物
が
帰
館
し
、
役
所
に
ご
機
嫌
う
か
が
い
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
水
仙

一
茎
を
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
し
て
楽
し
み
ま
す
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

(個人蔵・文書) 



【赤田臥牛】 

― 40 ― 

２７ 

一
自
老
胡
畢
化
縁
（
七
言
絶
句
） 

 

  

一
自
老
胡
畢
化
縁 

少
林
結
夏
七
廻
天 

即
令
心
印
猶
如
在 

収
録
名
山
身
後
編 

右
呈
寄 

嗣
法
丁
禅
陟 

松
石
義
拝
題 

   
 

(個人蔵・紙片) 



【赤田臥牛】 

― 41 ― 

２８ 

題
獨
木
橋
（
七
言
絶
句
） 

 

 

題
獨
木
橋 

想
像
挙
梯
還
上
橋 

断
崖
千
丈
入
雲
霄 

披
圖
忽
起
銷
魂
色 

不
料
山
河
万
里
遙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
田
義 

 

断
崖
に
か
か
る
丸
木
橋
の
画
を
見
た
驚
き
を
詠
ん

だ
詩
。 

掛
け
軸
の
絵
の
横
に
漢
詩
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
が
、
画
讃
（
が
さ
ん
）
と
い
い
、
描
か
れ
て
い

る
絵
の
こ
と
を
詠
ん
だ
り
、
そ
の
絵
を
讃
え
て
添
え

ら
れ
る
。 

断
崖
千
丈 

山
河
万
里 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

国
の
山
水
画
を
思
わ
せ
る
。 

  
 

(個人蔵・紙片) 



【赤田臥牛】 

― 42 ― 

２９ 

臥
牛
自
作
銘
竹
掛
花
入 

 

 

   

四
時
花
御
在
其
口 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
義 

 
 

(個人蔵) 



【赤田臥牛】 

― 43 ― 

３０ 

三
福
寺
十
勝 

 

   

 

  
 

有
莘
堂
十
勝 

「
三
福
寺
十
勝
」 

 

東
と
う 

嶽
が
く 

晴
せ
い 

雪
せ
つ 

壁
へ
き 

立
り
つ
ス

三 

千 

丈 

朝 

陽 

上
ル

二

碧
へ
き 

空
く
う

一  

中 

峰 

相
イ

照
ス

？ 

雪 

齊な

ン

玉 

玲 

瓏 

 

（
玲
瓏 

金
属
や
玉
が
輝
く
模
様
） 

古こ 

廟
び
ょ
う 

螢
え
い 

火か 

古 

廟 

臨
ム

二

流 

水
一 

叢
そ
う 

林
り
ん 

一 

鬱
タ
リ

哉 

夜

 

 

涼 

螢 

人 

動 

橙 

是 

點 

燈
シ
テ

來
ル 

  

（
哉 

感
嘆
の
意
） 

城
し
ろ 

山
や
ま 

蜀
し
ょ
く 

鳥
ち
ょ
う 

古 
壘 
荒 

山
ノ

上 

年 

々 

不
㆑

見
㆑

人
ヲ 

子 

規 
啼

ク
二

月 

夜
一  

以
テ

怨
う
ら
ム

奮
ふ
る
い 

時
ノ

春 

 
（
蜀
鳥 

ほ
と
と
ぎ
す
。
子
規
と
も
書
く
） 

村
そ
ん 

橋
き
ょ
う 

行
ぎ
ょ
う 

人
じ
ん 

村 

落 

通
ジ

二

城
じ
ょ
う 

市し

ニ
一 
山

ヲ

回
ル

水
ハ

自
ラ

清
シ 

直
た
だ
ち
ニ
テ

從
さ
え
ぎ
り

二

橋
上

ヲ
一

過
グ 

人
ハ

以
テ

畫 

中
ヲ

行
ク 

 

（
城
市 

昔
の
城
下
） 

野の 

寺
で
ら 

晨
し
ん 

鐘
し
ょ
う 

老
ろ
う 

杉
さ
ん 

三 

両 

株
シ
ユ 

落 

々 

攢
あ
つ
め
ル

葱
そ
う 

翠
す
い
ヲ 

自
ラ

聴
ク

二

暁
ぎ
ょ
う

鐘
し
ょ
う 

聲
こ
え
ヲ

一 

林 

中 

知
ル

㆑

有
ル

㆑

寺
ヲ 

 

（
葱
翠 

ね
ぎ
の
緑
色
） 

管
か
ん 

祠し 

松
し
ょ
う 

樹
じ
ゅ 

宗 

臣 

儒 

雅
ノ

流
レ 

遺 

廟

長
と
こ
し
え
ニ

如
シ

㆑

在
い
ま
ス
ガ 

仰
ギ

止と

ジ
ム

彼
ノ

山 

松 

蒼 

標 

幾
ク

千 

載
ゾ 

 

（
千
載 

長
い
年
月
） 

（
遺
廟 

こ
の
場
合
古
墳
の
こ
と
で
な
く
菅
原
道
真
を
祭
っ
た

祠
。
現
在
の
堀
之
内
宮
司
宅
か
向
山
。
天
満
宮
か
ら
来
た
神
主

が
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
東
方
に
老
田
松
が
あ
り
、
こ

の
詩
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
） 

 

隣
り
ん 

圃ほ 

菜
さ
い 

花か 

隣
リ
テ

並
ブ

閑 

烟
え
ん 

火か 

春 

深
ク
シ
テ

好
ン

晝
ち
ょ
う 

眠
み
ん 

誰
ガ

家
カ

蝴 

蝶
ノ

夢 

栩く 

々く

リ

菜 

花 

辺
ほ
と
り 

 

（
栩
々 

く
ぐ
る
） 

満
ま
ん 

野や 

黄
お
う 

稲
と
う 

田
ハ

開
ケ

遠
ク

向
カ
ウ

陽
ニ 

霄
し
ょ
う 

壌
じ
ょ
う 

城 

山
ノ

下 

蕩 

々 

稲
と
う 

梁
り
ょ
う
ノ

秋 

黄 

雲 

布し

ク
二

平 

野
ニ

一  

 

（
蕩
々 

広
大
で
穏
や
か
な
） 

西
さ
い 

嶺
れ
い 

落
ら
く 

月
げ
つ 

村 

庵 

鶴 

聲 

遠
ク 

林
り
ん 

巒
ら
ん 

暁
ぎ
ょ
う 

色
し
ょ
く 

迷
ウ 

星 

言

載
い
た
だ
く

二

南 

畝
ニ

一  

月
ヲ

握
ル

數
す
う 

峰
ほ
う
ノ

西 

 

（
林
巒 

林
の
峰
／
星
言 

星
輝
く
様
） 

松
し
ょ
う 

村
そ
ん 

夜よ 

雨
さ
め 

月
黒

シ
テ

聞
二

寒
雨

ヲ
一  

蕭
し
ょ
う

々
し
ょ
う
タ
リ

野
水

ノ

濱 

山
村
明

ル
ク

二

夜
火

一  

蓑き

笠
き
ゅ
う

幾
い
く
た
り
カ

歸
ル

人 

 

（
蕭
々 

も
の
さ
み
し
い
雨
の
降
る
様
） 

 

(個人蔵・扁額) 



【赤田臥牛】 

― 44 ― 

３１ 

屏
風
（
二
曲
一
双
） 

 

 

 
 

(個人蔵) 



【赤田臥牛】 

― 45 ― 

３２ 

屏
風
（
六
曲
一
双
） 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
左
隻
） 

                
 

 
 

 
 

（
右
隻
） 

 
 

(個人蔵) 



【赤田臥牛】 

― 46 ― 

３３ 

樹
密
（
七
言
二
句
） 

 

 

 

樹
密
鵑
声
啼
落
日 

田
開
麦
穂
舞
回
風 

 

軸
の
た
め
に
七
言
の
二
句
を
切
り
出
し
た
も
の
。 

  

(個人蔵・掛軸) 



【赤田章斎】 

― 47 ― 

         
【
赤
田
章
斎
】 

 
 



【赤田章斎】 

― 48 ― 

３４ 

小
楼
偶
来
（
五
言
絶
句
） 

 

 

 

小
楼
偶
成 

朝
眺
臥
牛
山 

暮
看
臥
牛
山 

山
色
有
朝
暮 

不
厭
臥
牛
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

章
斎 

 

臥
牛
山
は
城
山
の
こ
と
。
静
修
館
は
二
度
の
移
転
が
あ
っ
て
も
常
に
城
山
付
近
に
あ
っ
た
。 

詩
の
大
意
は
、
朝
に
夕
に
臥
牛
山
を
眺
め
る
。
時
々
に
そ
の
姿
を
変
え
、
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。 

 
 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田章斎】 

― 49 ― 

３５ 

足
立
某
の
た
め
に
章
斎
が
画
と
と
も
に
書
い
た
「
帰
去
来
の
辞
」 

 

 

 

陶
淵
明
「
帰
去
来
の
辞
」 

 

「
帰
り
な
ん
い
ざ 

田
園
ま
さ
に
あ
れ
な
ん
と
す 
な
ん
ぞ
帰
ら
ざ
る
」 

（
さ
あ
帰
ろ
う
。
故
郷
の
田
園
は
荒
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
帰
ら
ず
に
お
ら
れ
よ
う
か
） 

 

誰
も
が
学
生
時
代
に
古
典
で
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
、
昔
か
ら
日
本
人
に
非
常
に
愛
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
。
有
名
な
詩
人
、
李
白
・
杜
甫
。
日
本
人
は
ど
ち
ら
を
好

む
か
？
天
才
肌
で
楽
天
的
な
李
白
よ
り
も
、
苦
労
人
の
杜
甫
を
日
本
人
は
好
む
よ
う
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
日
本
人
が
作
っ
た
漢
詩
に
も
杜
甫
の
作
風
を
ま
ね
た
も
の
が
多
い
。
同
じ
く
、
静
か
で
慎
ま
し
い
隠
遁
生
活
は
日
本
人
の
心
を
つ
か
み
、
陶
淵
明

も
人
気
が
高
い
。
臥
牛
の
漢
詩
の
中
に
も
陶
淵
明
の
作
品
の
語
句
を
引
用
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。 

 
 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田章斎】 

― 50 ― 

［
帰
り
な
ん
い
ざ
、
田
園
將
に
蕪
れ
な
ん
と
す
：
帰
去
来
］ 

 

帰
去
来
兮
辞
の
本
文
は
四
段
か
ら
な
る
。
一
段
目
は
、
官
を
辞
し
て
家
に
帰
る
決
意
を
述
べ
、
は
や
る
心
で
帰
路
に
赴
く
様
を
描
く
。
彭
沢
か
ら
故
郷
の
柴
桑

ま
で
は
凡
そ
百
里
、
陶
淵
明
は
長
江
を
船
で
遡
っ
た
。
な
お
、
「
帰
去
来
兮
」
を
「
か
へ
り
な
ん
い
ざ
」
と
訓
読
し
た
の
は
菅
原
道
真
で
あ
る
。
以
後
日
本
の
訓

読
の
中
で
定
着
し
た
。 

 

（
歸
去
來
兮
辭
） 

歸
去
來
兮 

 
歸
去
來
兮
（
か
へ
り
な
ん 

い
ざ
） 

田
園
將
蕪
胡
不
歸 
田
園 

將
に
蕪
れ
な
ん
と
す 

胡
（
な
ん
）
ぞ
歸
ら
ざ
る 

既
自
以
心
爲
形
役 

既
に
自
ら
心
を
以
て
形
の
役
と
爲
す 

奚
惆
悵
而
獨
悲 

 

奚
（
な
ん
）
ぞ
惆
悵
し
て
獨
り
悲
し
む 

悟
已
往
之
不
諫 

  
 

 

已
往
の
諫
め
ざ
る
を
悟
り 

知
來
者
之
可
追 

 
  

 

來
者
の
追
ふ
可
き
を
知
る 

實
迷
途
其
未
遠 

 
  

 

實
に
途
に
迷
ふ
こ
と 
其
れ
未
だ
遠
か
ら
ず
し
て 

覺
今
是
而
昨
非 

 
  

 

覺
る 

今
は
是
に
し
て 
昨
は
非
な
る
を 

舟
遙
遙
以
輕 

 
 

  
  

舟
は
遙
遙
と
し
て 

以
て
輕
し 

風
飄
飄
而
吹
衣 
 

  
 

風
は
飄
飄
と
し
て 

衣
を
吹
く 

問
征
夫
以
前
路 

 
  

 

征
夫
に
問
ふ
に 

前
路
を
以
っ
て
し 

恨
晨
光
之
熹
微 

 
  

 

晨
光
の
熹
微
な
る
を
恨
む 

 

―
さ
あ
帰
ろ
う
、
田
園
が
荒
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
い
ま
ま
で
生
活
に
た
め
に
心
を
犠
牲
に
し
て
き
た
が
、
も
う
く
よ
く
よ
と
悲
し
ん
で
い
る
場
合

で
は
な
い
、
今
ま
で
は
間
違
っ
て
い
た
の
だ
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
た
め
に
未
来
を
生
き
よ
う
、
道
に
迷
っ
て
も
そ
う
遠
く
は
離
れ
て
い
な
い
、 

―
船
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し
て
軽
く
、
風
は
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
衣
を
吹
く
、
船
頭
に
こ
れ
か
ら
の
行
き
先
を
問
い
、
朝
の
光
の
お
ぼ
ろ
げ
な
の
を
恨
む 
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二
段
目
は
、
家
に
帰
っ
た
喜
び
と
、
家
で
の
く
つ
ろ
ぎ
の
一
時
を
述
べ
る
。
家
人
に
迎
え
ら
れ
、
好
き
な
酒
を
の
ん
び
り
と
飲
め
る
喜
び
が
語
ら
れ
て
い
る
。

 

 

乃
瞻
衡
宇 

 

乃
ち 

衡
宇
を
瞻
（
あ
ふ
ぎ
）
み 

載
欣
載
奔 

 

載
ち
欣
び 

載
ち
奔
る 

僮
僕
歡
迎 

 

僮
僕 

歡
び
迎
へ 

稚
子
候
門 

 

稚
子 

門
に
候
（
ま
）
つ 

三
逕
就
荒 

 

三
逕
は
荒
に
就
（
つ
）
く
も 

松
菊
猶
存 

 

松
菊
は
猶
ほ
も
存
す 

攜
幼
入
室 

 
幼
を
攜
へ 

室
に
入
れ
ば 

有
酒
盈
樽 

 

酒
有
り
て 

樽
に
盈
つ 

引
壺
觴
以
自
酌 

 

壺
觴
を
引
き
て 

以
て
自
ら
酌
し 

眄
庭
柯
以
怡
顏 

 

庭
柯
を
眄
（
な
が
）
め
て 

以
て
顏
を
怡
（
よ
ろ
こ
ば
）
す 

倚
南
窗
以
寄
傲 

 

南
窗
に
倚
り
て 
以
て
傲
を
寄
せ 

審
容
膝
之
易
安 

 

膝
を
容
る
る
の
安
ん
じ
易
き
を
審
ら
か
に
す 

園
日
渉
以
成
趣 

 

園
は
日
ゞ
に
渉
っ
て 
以
て
趣
を
成
し 

門
雖
設
而
常
關 

 

門
は
設
く
と
雖
も 

常
に
關
（
と
ざ
）
す 

策
扶
老
以
流
憩 

 

扶
老
（
つ
ゑ
）
を
策
（
つ
ゑ
つ
）
き 

以
て 

流
憩
し 

時
矯
首
而
游
觀 

 

時
に
首
を
矯
げ
て
游
觀
す 

雲
無
心
以
出
岫 

 

雲
無
心
に
し
て 

以
て
岫
を
出
で 

鳥
倦
飛
而
知
還 

 

鳥 

飛
ぶ
に
倦
み
て 

還
る
を
知
る 

景
翳
翳
以
將
入 

 

景 

翳
翳
と
し
て 

以
て
將
に
入
ら
ん
と
し 

 

撫
孤
松
而
盤
桓 

 

孤
松
を
撫
で
て
盤
桓
と
す 
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―
や
っ
と
我
が
家
が
見
え
た
の
で
、
小
走
り
に
向
か
っ
て
い
く
と
、
召
使
い
た
ち
が
出
迎
え
、
幼
い
子
が
門
で
待
っ
て
い
る
、
三
本
の
小
道
は
荒
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
松
菊
は
ま
だ
元
気
だ
、 

―
幼
子
を
抱
き
か
か
え
て
部
屋
に
入
れ
ば
、
酒
の
用
意
が
で
き
て
い
る
、
壺
觴
を
引
き
寄
せ
て
手
酌
し
、
庭
を
眺
め
て
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
、
南
の

窓
に
寄
り
か
か
っ
て
楽
し
い
気
分
を
満
喫
し
、
狭
い
な
が
ら
も
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
る 

―
庭
は
日
ご
と
に
趣
を
増
し
、
門
は
常
に
閉
ざ
し
た
ま
ま
だ
、
杖
を
つ
い
て
散
歩
し
、
時
に
首
を
も
た
げ
て
あ
た
り
を
眺
め
る
、
雲
は
無
心
に
山
裾

か
ら
わ
き
上
が
り
、
鳥
は
ね
ぐ
ら
に
帰
ろ
う
と
す
る
、
日
は
次
第
に
暗
く
な
っ
て
き
た
が
、
一
本
松
を
な
で
つ
つ
去
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
る 

 

三
段
目
は
、
も
う
一
度
「
歸
去
來
兮
」
と
決
意
を
述
べ
た
後
で
、
田
園
で
暮
ら
す
喜
び
を
描
く
。
二
段
目
が
秋
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
春
を
歌
う
。
お

そ
ら
く
は
、
帰
郷
の
翌
年
に
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

歸
去
來
兮 

 

歸
去
來
兮
（
か
へ
り
な
ん
い
ざ
） 

請
息
交
以
絶
遊 

 

交
り
を
息
（
や
）
め 

以
て
遊
び
を
絶
た
ん
こ
と
を
請
ふ 

世
與
我
以
相
遺 

 

世 

我
と 

以
て
相
ひ
遺
（
わ
す
）
れ 

復
駕
言
兮
焉
求 

 

復
た
駕
し
て 

言
（
こ
こ
）
に
焉
（
い
づ
く
）
に
か
求
め
ん 

悅
親
戚
之
情
話 

 

親
戚
の
情
話
を
悅
び
、 

樂
琴
書
以
消
憂 

 

琴
書
を
樂
し
み 

 

以
て
憂
ひ
を
消
す 

農
人
告
余
以
春
及 

農
人 

余
に
告
ぐ
る
に
春
の
及
べ
る
を
以
て
し 

將
有
事
於
西
疇 

 

將
に
西
疇
に
於
い
て 

事
有
ら
ん
と
す 

或
命
巾
車 

 

或
は
巾
車
に
命
じ 

或
棹
孤
舟 

 

或
は
孤
舟
に
棹
さ
す 

既
窈
窕
以
尋
壑 

 

既
に
窈
窕
と
し
て 

以
て
壑
（
た
に
）
を
尋
ね 

亦
崎
嶇
而
經
丘 

 

亦
た
崎
嶇
と
し
て
丘
を
經
（
ふ
） 

木
欣
欣
以
向
榮 

 

木
は
欣
欣
と
し
て 

以
て
榮
に
向
か
ひ 
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泉
涓
涓
而
始
流 

 

泉
は
涓
涓
と
し
て 

始
め
て
流
る 

羨
萬
物
之
得
時 

 

萬
物
の 

時
を
得
た
る
を
羨
み 

感
吾
生
之
行
休 

 

吾
が
生
の 

行
く
ゆ
く
休
す
る
を
感
ず 

 

―
さ
あ
帰
ろ
う
、
世
間
と
の
交
際
を
や
め
よ
う
、
自
分
と
世
間
と
は
相
容
れ
な
い
、
な
ん
で
再
び
官
吏
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
考
え
よ
う
か
。 

―
親
戚
の
う
わ
さ
話
を
喜
ん
で
聞
き
、
琴
書
を
楽
し
ん
で
屈
託
が
な
い
、
農
夫
が
春
の
来
た
こ
と
を
告
げ
、
西
の
畑
で
農
作
業
を
始
め
た
、
車
に
乗

っ
た
り
、
船
を
操
っ
た
り
し
て
、
深
々
と
し
た
谷
を
訪
ね
た
り
、
険
し
い
丘
に
登
っ
た
り
す
る
、
木
々
は
生
い
茂
り
。
泉
は
ほ
と
ば
し
る
、
万
物
が

時
を
得
て
栄
え
る
中
、
私
は
自
分
の
人
生
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
く
の
を
感
ず
る
の
だ
。 

 

四
段
目
は
、
自
然
の
恵
み
に
対
比
し
て
人
の
命
の
は
か
な
い
こ
と
を
、
一
種
の
無
常
観
を
以
て
述
べ
る
。
陶
淵
明
の
人
生
観
が
よ
く
現
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。 

 

已
矣
乎  

 

已
矣
乎
（
や
ん
ぬ
る
か
な
） 

寓
形
宇
内
復
幾
時 

形
を
宇
内
に
寓
す
る
こ
と
復
た
幾
時
ぞ 

曷
不
委
心
任
去
留 

曷
ぞ
心
を
委
ね
て
去
留
を
任
せ
ざ
る 

胡
爲
遑
遑
欲
何
之 

胡
爲
れ
ぞ
遑
遑
と
し
て 
何
に
か
之
か
ん
と
欲
す 

富
貴
非
吾
願 

 

富
貴
は
吾
が
願
ひ
に
非
ず 

帝
鄕
不
可
期 

 

帝
鄕
は
期
す
可
か
ら
ず 

懷
良
辰
以
孤
往 

 

良
辰
を
懷
ひ
て 

以
て
孤
り
往
き
、 

或
植
杖
而
耘
子 

 

或
は
杖
を
植
（
た
）
て
て
耘
子
す 

登
東
皋
以
舒
嘯 

 

東
皋
に
登
り 

以
て
舒
（
お
も
む
ろ
）
に
嘯
き 

臨
淸
流
而
賦
詩 

 

淸
流
に
臨
み
て 

詩
を
賦
す 

聊
乘
化
以
歸
盡 

 

聊
（
ね
が
）
は
く
は
化
に
乘
じ
て 

以
て
盡
く
る
に
歸
し 

樂
夫
天
命
復
奚
疑 

夫
の
天
命
を
樂
し
め
ば 

復
た
奚
を
か 

疑
は
ん  
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―
致
し
方
の
な
い
こ
と
だ
、
人
間
は
い
つ
ま
で
も
生
き
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
ど
う
し
て
心
を
成
り
行
き
に
任
せ
な
い
の
だ
、
ま
た
何
故
あ

た
ふ
た
と
し
て
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
い
う
の
だ
、 

―
富
貴
は
自
分
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
か
と
い
っ
て
仙
人
に
な
れ
る
わ
け
で
も
な
い
、
よ
い
日
を
選
ん
で
散
歩
し
、
杖
を
た
て
て
草
刈
り
を
し

た
り
、
土
を
盛
っ
た
り
す
る
、 

―
ま
た
東
の
丘
に
登
っ
て
は
静
か
に
う
そ
ぶ
き
、
清
流
に
臨
ん
で
は
詩
を
賦
す
、
願
わ
く
は
こ
の
ま
ま
自
然
の
変
化
に
乗
じ
て
死
ん
で
い
き
た
い
、

天
命
を
甘
受
し
て
楽
し
む
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
た
め
ら
い
が
あ
ろ
う
も
の
か 
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３６ 

金
鱗
陽
数
具
（
五
言
絶
句
） 

 

 

 

金
鱗
陽
数
具 

水
旋
比
隣
希 

一
躍
龍
門
上 

恕
乗
雲
雨
飛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

章
斎
題 

 

「
登
龍
門
」
と
い
う
言
葉
の
元
に
な
っ
た
故
事
。
登
龍
門
の
「
龍
門
」
と
は
、
中
国
の
黄
河
上
流
に
あ
る
龍
門
山
を
切
り
開
い
て
で
き
た
急
流
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
龍
門
を
登
り
き
っ
た
鯉
が
い
た
な
ら
ば
、
龍
に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
言
い
伝
え
か
ら
、
難
関
を
越
え
て
出
世
す
る
こ
と
を
「
登
龍
門
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
中
国
『
後
漢
書 

李
膺
伝
（
り
よ
う
で
ん
）』） 

 
 

(個人蔵・掛軸) 
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３７ 

一
遭
周
老
蒙
奇 

 

 

 

一
遭
周
老
蒙
奇
賞
不
判
蘭
紅
粉
人 

不
蔓
不
枝
無
所
染
中
君
子
出
泥
塵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

章
斎 

 

「
不
蔓
不
枝
」
は
、
臥
牛
の
「
添
蓮
」
の
詩
に
も
同
じ
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
周
敦
頤
が
詠
ん
だ
『
愛
蓮
説
』
を
引
用
し
た
も
の
。 

蔓
も
枝
も
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
君
子
が
俗
世
の
泥
塵
の
中
に
あ
っ
て
も
染
ま
ら
ず
清
ら
か
で
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

   
 

(個人蔵・掛軸) 
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３８ 

賀 

吉
邨
翁
兼
謝
恵
書
画
（
七
言
絶
句
） 

 

 

 

八
旬
僲
窓
墨
痕
鮮 

鈔
画
并
題
雀
躍
篇 

不
識
寿
星
有
私
照 

因
君
願
穫
学
高
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

章
斎 

賀 吉
邨
翁
兼
謝
恵
書
画 

 
 

(個人蔵・掛軸) 
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３９ 

惟
天
地
萬
物
父
母 

 

惟
天
地
萬
物
父
母 

惟
人
萬
物
之
霊 

 
 

 
 

 
 

 
 

暢
書 

 

『
尚
書
』（
政
治
史
・
政
教
を
記
し
た
中
国
最
古
の
歴
史
書
）
の
言

葉
。 大

意
は
、
天
地
は
万
物
を
生
み
出
す
父
母
で
あ
り
、
人
は
万
物
の

不
思
議
を
司
る
者
で
あ
る
。 

 
 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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４０ 

有
斐 

 

 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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４１ 

竹
の
図 

 

 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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４２ 

本
立
而
道
生 

 

 

  
 

(個人蔵・掛軸) 
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４３ 

送
別 

孝
堂
坂
生
（
七
言
絶
句
） 

 

 

百
花
飛
盡
緑
如
雲 

難
奈
春
風
此
送
君 

客
裏
江
山
一
千
里 

啼
鵑
處
々
不
堪
聞 

送
別 

 

孝
堂
坂
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

章
斎
拝 

 

孝
堂
坂
生
は
阪
田
五
貺
。
高
山
の
俳
人
で
静
修
館
の
門
人
で
も

あ
っ
た
。
三
十
三
歳
で
没
。 

春
の
日
に
は
る
か
遠
く
旅
立
つ
人
を
送
る
悲
し
み
を
詠
っ
て

い
る
。 

  
 

(個人蔵・紙片) 
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４４ 

曽
入
南
山
白
石
歌
（
七
言
絶
句
） 

 

曽
入
南
山
白
石
歌 

春
田
耕
罷
月
明
多 

即
今
随
意
芳
堤
去 

不
似
斉
王
堂
下
過 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

章
斎 

 

「
南
山
白
石
歌
」
の
故
事
に
因
ん
だ
詩
。
身
分
の
低
い

兵
士
だ
っ
た
男
が
牛
の
角
を
た
た
き
な
が
ら
「
南
山
燦

燦 

白
石
爛
爛
」
と
歌
い
、
斉
の
桓
公
と
の
問
答
を
経
て

や
が
て
取
り
立
て
ら
れ
て
地
位
を
得
た
逸
話
。 

漢
詩
を
作
る
手
法
と
し
て
、
中
国
の
故
事
を
引
用
す

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
漢
詩
の
中
で
は
、「
南
山
白
石
歌
」

「
斉
王
堂
下
過
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
引
用
し
た
言
葉

は
、
詩
の
内
容
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
連

想
し
て
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。 

詩
の
大
意
は
、
春
の
月
明
か
り
の
晩
に
南
の
山
の
辺

り
に
入
り
、
き
れ
い
に
耕
さ
れ
た
田
や
川
の
堤
を
歩
い

て
い
た
。
南
山
と
言
う
言
葉
か
ら
白
石
歌
の
故
事
が
浮

か
び
、
斉
の
王
が
堂
の
下
を
通
る
の
と
は
違
う
な
、
と
思

っ
た
。 

  
 

(個人蔵・紙片) 
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４５ 

送 

府
掾
佐
賢
吏
（
七
言
絶
句
） 

 

 

橋
頭
分
手
路
悠
哉 

花
柳
春
暄
東
海
隈 

白
鳥
津
邉
君
試
問 

彩
雲
生
處
是
蓬
莱 

送 府
掾
佐
賢
吏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

章
斎
暢
拝 

  
 

(個人蔵・紙片) 
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４６ 

戯
贈 

後
藤
秀
才
（
七
言
絶
句
） 

 

 

錦
衾
繍
作
両
鴛
鴦 

琴
瑟
相
和
酔
洞
房 

人
謂
張
郎
画
眉
巧 

雙
蛾
掃
得
幾
多
長 

戯
贈 

後
藤
秀
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

章
斎
暢
孝 

 

美
し
く
弓
な
り
に
描
い
た
眉
の
女
性
と
琴
を
奏
で
て
遊
び
、
酒
を
飲
む
み
、
仲
良
く
過
ご

す
時
を
詠
ん
だ
詩
、
戯
れ
に
贈
る
は
遊
び
で
作
っ
た
も
の
の
意
。 

   
 

(個人蔵・紙片) 



【赤田章斎】 

― 66 ― 

４７ 

遊
都
竹
氏
居
（
五
言
律
詩
） 

 

春
盡
東
村
静 

地
幽
醫
住
棲 

飛
花
點
杯
馥 

毛
柳
映
門
低 

琴
洞
松
風
著 

■
山
夜
雨
迷 

不
妨
帰
路
遠 

竟
夕
酔
如
泥 

遊
都
竹
氏
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

章
斎
暢 

 

都
竹
氏
は
都
竹
元
通
。
高
山
御
役
所
出
入
医
師
、
大
八
賀
松
之
木
の
人
。
号
は
琴

洞
。
章
斎
の
門
人
で
あ
る
。 

詩
の
大
意
は
、
春
の
終
わ
り
静
か
な
東
辺
の
村
（
松
之
木
あ
た
り
）
に
医
師
元
通

の
家
が
あ
る
。
花
散
り
、
毛
の
よ
う
な
若
柳
が
美
し
い
。
雨
が
降
り
出
し
て
、
帰
る

か
ど
う
し
よ
う
か
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。 

   
 

(個人蔵・紙片) 



【赤田章斎】 

― 67 ― 

４８ 

漢
詩
（
耕
月
菴
席
上
咏
冬
桜
） 

 

 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-46-34]・紙片) 



【赤田章斎】 

― 68 ― 

４９ 

尚
書
注
疏 

巻
二 

 

［
尚
書
（
し
ょ
う
し
ょ
）
＝
書
経
（
し
ょ
き
ょ
う
）
］ 

儒
教
の
五
経
の
一
つ
。
も
と
単
に
『
書
』
と
い
い
、
漢

以
後
『
尚
書
』
と
よ
ば
れ
、『
書
経
』
と
称
す
る
の
は
宋
に

始
ま
る
。
『
詩
経
』
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
古
典
の
な
か
の

古
典
で
あ
る
。
編
者
は
孔
子
（
孔
丘
）
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
、
上
古
歴
代
史
官
の
文
書
を
も
と
に
、
堯
・
舜
以
下
、

夏
・
商
（
殷
）・
周
三
代
の
帝
王
の
事
蹟
を
百
篇
の
書
に
ま

と
め
た
と
い
う
。
史
実
の
ほ
か
神
話
的
伝
承
を
含
ん
で
い

る
が
、
儒
家
は
こ
れ
を
天
下
統
治
の
普
遍
的
法
則
を
示
す

も
の
と
し
て
尊
重
し
た
。 

（
日
本
大
百
科
全
書
よ
り
） 

［
注
疏
（
ち
ゅ
う
そ
）］ 

中
国
の
儒
教
の
正
典
で
あ
る
経
書
を
解
釈
し
た
も
の

を
〈
注
〉
と
い
い
、
注
を
さ
ら
に
詳
し
く
解
釈
し
た
も
の

を
〈
疏
〉
と
い
う
。
注
は
、
と
き
に
伝
、
箋
、
解
、
学
と

も
い
う
が
、
そ
れ
ら
を
総
じ
て
注
と
い
う
。
注
や
疏
が
生

ま
れ
る
の
は
、
基
本
的
に
は
古
典
が
時
と
と
も
に
読
解
し
が
た
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
れ
は
漢
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
訓
詁
学
に
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。

訓
詁
学
と
は
経
書
の
一
字
一
句
の
意
味
を
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
い
に
し
え
の
聖
人
の
教
え
を
ひ
き
出
そ
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
経
書
に
も
数

種
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
解
釈
を
し
た
た
め
、
漢
代
で
は
対
立
と
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
） 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-13]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 69 ― 

５０ 

易
経 

雑
卦
（
文
政
五
年
十
一
月
） 

 

［
易
経
（
え
き
き
ょ
う
）］ 

中
国
、
占
い
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
。
五
経
の
筆
頭
に
置
か
れ
る
儒
教

の
経
典
。《
周
易
》
、《
易
》
と
も
い
う
。
本
文(

経
（
け
い
）)

は
六
十
四

種
類
の
象
徴
的
符
号(

卦
（
か
）)

と
、
そ
の
お
の
お
の
に
付
さ
れ
た
短

い
占
断
の
言
葉
か
ら
成
っ
て
お
り
、
本
文
の
解
説(

伝
（
で
ん
）)

は
彖

（
た
ん
）
伝
を
は
じ
め
十
編
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
十
翼(

翼
は
た
す

け
る
意)

と
い
う
。《
易
経
》
は
こ
の
経
と
伝
と
の
総
称
で
あ
る
。
卦
と

は
、

(

陰
の
象
徴)

と

(

陽
の
象
徴)

の
棒(

爻
（
こ
う
）)

を
ま
ず

三
本
組
み
合
わ
せ
て
八
種
類
の
パ
タ
ー
ン(

八
卦
（
は
つ
か
）)

を
作
り
、

次
に
そ
れ
ら
を
互
い
に
重
ね
て
六
十
四
種
類
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
世
界
大
百
科
事
典
） 

 
 

 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-14]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 70 ― 

５１ 

曲
礼 

上
下 

檀
弓 

上
（
天
明
三
年
十
二
月
） 

 

［
曲
礼
（
き
ょ
く
ら
い
）］ 

「
礼
記
」
の
巻
頭
の
編
名
。
古
い
礼
の
定
め
を
こ
ま
か
く

雑
記
し
て
あ
る
。 

（
大
辞
林
よ
り
） 

［
礼
記
（
ら
い
き
）］ 

儒
家
の
経
典
で
、
五
経
の
一
。
礼
に
つ
い
て
の
解
説
・

理
論
を
述
べ
た
も
の
。
四
九
編
。
前
漢
の
戴
聖
が
古
い
礼

の
記
録
を
整
理
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
「
小
戴
礼
」
と
も

よ
ば
れ
る
。
儀
礼
の
解
説
お
よ
び
音
楽
・
政
治
・
学
問
に

お
け
る
礼
の
根
本
精
神
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
唐
代
に

他
の
礼
書
を
抑
え
て
五
経
の
中
に
加
え
ら
れ
た
。
三
礼
の

一
。 

（
大
辞
林
よ
り
） 

 

 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-15]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 71 ― 

５２ 

周
礼 

司
服 

 

［
周
礼
（
し
ゅ
ら
い
）］ 

古
く
は
《
周
官
》
と
も
い
っ
た
。
中
国
古
代
の
礼
書
、
三
礼
の
一
つ
。

西
周
王
朝
の
行
政
組
織
を
記
述
し
た
も
の
と
さ
れ
、
天
官
大
宰
、
地
官

大
司
徒
、
春
官
大
宗
伯
、
夏
官
大
司
馬
、
秋
官
大
司
寇
、
冬
官
大
司
空

の
六
人
の
長
官
に
統
帥
さ
れ
る
役
人
た
ち
の
職
務
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
六
つ
の
官
は
、
理
念
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
六
十
の
官
職
か
ら

成
り
、
合
計
三
百
六
十
と
い
う
職
務
は
一
年
の
日
数
に
対
応
す
る
の
だ

と
さ
れ
る
。
た
だ
冬
官
大
司
空
の
篇
は
古
く
失
わ
れ
、
漢
代
に
替
り
に

〈
考
工
記
〉
が
補
わ
れ
た
。 

（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
） 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-16]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 72 ― 

５３ 

老
子
経 

王
弼
注 

 

［
老
子
（
ろ
う
し
）］ 

道
家
の
開
祖
と
さ
れ
る
人
物
。
生
没
年
不
詳
。
そ
の
著
述
と
伝
え
ら

れ
る
書
物
も
《
老
子
》
と
呼
ば
れ
る
。
老
子
に
関
す
る
最
古
の
伝
記
資

料
で
あ
る
《
史
記
》
老
子
列
伝
に
よ
れ
ば
、
姓
は
李
、
名
は
耳
、
字
は

（
た
ん
）
と
い
い
、
楚
の
苦
県
（
こ
け
ん
）
の
訪
問
を
受
け
て
礼

を
問
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
周
室
の
衰
運
を
見
定
め
る
や
西
方
へ

と
旅
立
ち
、
途
中
関
を
通
っ
た
際
に
、
関
守
の
尹
喜
（
い
ん
き
）
の
求

め
に
応
じ
て
〈
道
徳
〉
に
関
す
る
書
上
下
二
編
を
書
き
残
し
、
い
ず
こ

へ
と
も
な
く
立
ち
去
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 （

世
界
大
百
科
辞
典
よ
り
） 

［
王
弼
（
お
う
ひ
つ
）］ 

 

中
国
、
魏
の
老
荘
哲
学
者
で
、
同
時
代
の
何
晏
（
か
あ
ん
）
と
並
び

称
さ
れ
る
。
字
は
輔
嗣
（
ほ
し
）。
山
陽
高
平(

安
徽
省)

の
人
。
清
談

の
祖
で
も
あ
っ
た
。
十
数
歳
に
し
て
深
く
《
老
子
》《
荘
子
》
に
通
じ
る
天
才
ぶ
り
を
示
し
、
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
そ
の
著
書
《
老
子
注
》
二
巻
は
、《
老
子
》

注
釈
の
古
典
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
《
周
易
注
》
六
巻
は
、
老
荘
学
の
論
理
を
儒
家
の
経
典
解
釈
に
応
用
し
た
も
の
で
、
彼
の
代
表
作
に
数
え
ら
れ
る
。

わ
ず
か
二
十
四
歳
で
病
死
し
た
。 

（
世
界
大
百
科
辞
典
よ
り
） 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-17]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 73 ― 

５４ 

孝
子
経
備
検 

 

［
孝
子
（
こ
う
し
）］ 

孝
子
と
は
、
父
母
に
よ
く
仕
え
る
子
供
の
こ
と
。 

中
国
で
は
儒
教
に
お
い
て
「
孝
」
は
最
も
重
要
視
さ
れ
た
徳
目
の
一

つ
で
あ
り
、
古
代
よ
り
顕
彰
の
対
象
と
さ
れ
た
。 

日
本
で
も
儒
教
の
影
響
を
受
け
て
、
律
令
法
に
孝
子
を
顕
彰
す
る

規
定
が
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
賦
役
令
で
は
孝
子
・
順
孫
・
義
夫
・

節
婦
の
聞
こ
え
が
あ
る
者
を
太
政
官
に
報
告
し
、
天
皇
へ
奏
聞
を
行

い
、
そ
の
家
の
門
前
か
所
属
す
る
里
の
入
口
に
孝
状
を
掲
げ
て
そ
の

人
物
と
同
一
戸
の
全
て
の
公
民
に
対
す
る
全
て
の
課
役
を
免
除
し
た
。

 

ま
た
戸
令
に
は
国
守
巡
行
の
際
に
好
学
・
篤
道
・
孝
悌
・
忠
信
・
清

白
・
異
行
の
行
い
の
あ
る
者
を
見
出
し
て
中
央
に
推
挙
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
に
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
措

置
の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
宗
族
を
主
体
と
し
た
中
国
的
な
家
族
制

度
を
持
た
な
い
日
本
に
お
い
て
孝
子
の
概
念
が
ど
こ
ま
で
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
た
か
不
明
な
側
面
も
あ
る
。 

江
戸
時
代
に
は
領
主
に
よ
り
孝
子
に
対
す
る
褒
賞
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-18]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 74 ― 

５５ 

小
杏
園
集 

詩
文
集
版
下
稿 

 

 

出
版
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
章
斎
の
漢
詩
集
で
あ
る
。
序
文
は
『
梅
村
騒
動
実
記
』
を
記
し
た
吉
住
礼

助
が
書
い
て
い
る
。
吉
住
は
明
治
に
な
っ
て
高
山
県
の
農
業
・
鉱
山
業
を
取
仕
切
っ
た
役
人
で
あ
る
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･09-32]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 75 ― 

５６ 

赤
田
章
斎
詩
文
稿 

 

住
香
草
文
庫
に
は
、「
浣
華
録
稿
」「
藻
稿
」「
章
斎
稿
」
な
ど
と
題
し
た
章
斎
の
詩
稿
が
第
一
か
ら
第

二
十
二
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

住
香
草
文
庫
（
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
蔵
） 

 

住
廣
造
翁
が
昭
和
三
十
九
年
高
山
市
に
寄
贈
し
た
翁
の
蔵
書
。
飛
騨
の
山
林
関
係
資
料
・

印
刷
出
版
関
係
資
料
が
主
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
静
修
書
院
旧
蔵
書
が
含
ま
れ
る
。
静
修
書

院
旧
蔵
書
に
は
、
静
修
館
と
赤
田
三
代
の
姿
が
分
か
る
貴
重
な
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。 

資
料
に
は
、
臥
牛
の
漢
詩
集
『
臥
牛
集
』
の
手
書
き
原
稿
が
含
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
添
削

書
き
直
し
が
加
え
ら
れ
た
活
き
活
き
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
さ
れ
た
臥
牛
集
と
は
異
な

る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
詩
文
稿
（
詩
や
文
を
書
き
た
め
た
ノ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、

安
永
三
年
（
一
七
七
五
）
の
臥
牛
二
十
代
の
も
の
か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
誠
軒
の
も

の
ま
で
三
代
約
百
年
に
渡
っ
て
残
さ
れ
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･09-33(1～22)]・冊子) 



【赤田章斎】 

― 76 ― 

５７ 

細
草
新
花
春
到
處
（
屏
風
六
曲
一
双
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
左
隻
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
右
隻
） 

 
 

(個人蔵) 



【赤田章斎】 

― 77 ― 

５８ 

春
日
雨
集 

 

偶
見
點
雲
掩
日
煕 

八
表
乍
暗
雨
如
糸 

䔥
條
風
物
東
軒
晩 

好
伴
良
生
閑
賦
詩 

春
日
雨
集 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

誠
軒
山
人 

 

雲
が
日
を
お
お
い
、
全
て
暗
く
な
り
糸
の
よ
う
な
雨
が

降
る
。
全
て
が
も
の
さ
び
し
い
様
子
の
こ
の
晩
、
家
の
軒
先

で
友
と
一
緒
に
静
か
に
詩
を
詠
じ
た
。 

  
 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田章斎】 

― 78 ― 

  



【赤田誠軒】 

― 79 ― 

         
【
赤
田
誠
軒
】 

 
 



【赤田誠軒】 

― 80 ― 

５９ 

雑
詩 

 

 

 

沛
県
嘗
容
碌
碌
人 

誰
知
斯
客
是
亡
秦 

如
微
上
帝
興
三
尺 

却
怯
英
名
時
與
淪 

雑
詩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

誠
軒
道
人 

 

沛
県
は
秦
を
滅
ぼ
し
て
漢
朝
を
創
始
し
た
高
祖
劉
邦
の
出
身
地
。
沛
県
に
い
た
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
人
が
秦
を
滅
ぼ
す
な
ど
一
体
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う

か
？ 三

尺
は
劉
邦
が
庶
民
か
ら
出
て
「
三
尺
の
剣
」
で
も
っ
て
天
下
を
取
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
こ
と
ば
。
残
念
な
が
ら
そ
ん
な
英
雄
の
名
も
時
と
共
に
消
え
て

い
く
の
だ
。 

 
 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田誠軒】 

― 81 ― 

６０ 

感
遇
行
三
首 

 

 

 

あ
る
憐
み
の
心
あ
る
人
が
路
に
捨
て
ら
れ
た
小
さ
な

子
供
を
我
が
子
の
よ
う
に
大
切
に
育
て
た
。
教
育
を
受

け
さ
せ
、
立
派
に
成
人
さ
せ
、
妻
も
探
し
た
。
父
は
手
厚

く
育
て
た
と
思
っ
た
が
、
子
は
干
渉
さ
れ
た
と
感
じ
、
父

が
老
い
る
の
を
喜
び
、
か
ま
わ
ず
悪
口
を
言
う
。 

か
つ
て
捨
て
ら
れ
て
い
た
お
ま
え
を
一
体
誰
が
大
切

に
育
て
た
と
言
う
の
か
？ 

こ
ん
な
子
は
殺
し
て
し
ま
い
た
い
ほ
ど
だ
が
捕
え
る

こ
と
も
か
な
わ
ぬ
。
歯
ぎ
し
り
す
る
ほ
ど
悔
し
く
、
涙
で

袖
を
濡
ら
す
ば
か
り
だ
。 

 
 

五
言
排
律 

 

欲
寐
不
得
寐 

三
更
起
弾
琴 

對
彼
東
山
月 

奏
我
痛
惻
音 

路
棄
三
歳
児 

口
餓
身
無
衿 

有
士
憫
行
児 

撫
育
日
相
親 

恩
意
如
所
生 

慈
愛
一
何
仁 

■
長
就
外
師 

日
夜
期
喜
人 

為
冠
招
郷
閭 

擇
女
議
婚
姻 

父
見
一
何
厚 

子
見
一
何
侵 

笑
侮
父
之
老 

誹
謗
不
自
禁 

昔
棄
路
傍
時 

誰
従
撫
汝
身 

我
願
戮
此
子 

力
不
任
手
擒 

切
歯
空
歎
息 
涙
下
湿
衣
襟 

 
 

感
遇
行
三
首
之
一 

 
 

 
 

 
 

 

誠
軒
散
人 

所
生 

父
母 

生
ま
れ
た
所 

一
何 

い
つ
に
な
ん
ぞ 

な
ん
と
…
で
あ
ろ
う
か 

郷
閭 

村
里
の
人 

［
父
見
一
何
厚 

子
見
一
何
侵
］ 

見 

お
も
う
／
侵 

そ
こ
な
う
、
は
ず
か
し
め
る 

手
擒 

と
り
こ 

つ
か
ま
る 

捕
虜 

切
歯 

悔
し
い 

歯
ぎ
し
り
す
る
ほ
ど
悔
し
い 

(個人蔵・掛軸) 



【赤田誠軒】 
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６１ 

赤
田
誠
軒
書
簡 

 

宛
先
は
全
て
奥
田
祇
兵
衛 

祇
兵
衛
は
誠
軒
の
門
人
で
、
最
初
の
高
山
町
会
議
員
。
園
芸

家
で
、
丹
生
川
の
千
光
寺
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
数
万
本
を
植
え
た
。
牡
丹
の
栽
培
で
も
有
名
だ

っ
た
。 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-46-35(1～43)より抜粋]・書簡) 



【赤田誠軒】 
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６２ 

中
極
大
紀 

    
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-46-36]・冊子) 



【赤田誠軒】 
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６３ 

筆
跡 

赤
田
誠
軒 

 

 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[角竹 2-47-3]・文書) 



【赤田誠軒】 
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６４ 

周
易 

巻
一
一
説
掛
伝
第
十
二
、
巻 

繁
辞
上
伝 

 

 
 

［
周
易
（
し
ゅ
う
え
き
）］ 

 

中
国
、
周
代
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
占
い
法
。
三
易
の
一
。
陰
陽
説
に
基
づ
き
、
陽
を 

、
陰
を

で
表
し
、
そ
の
記
号
の
組
み
合
わ
せ
で
八
卦
を
作
り
、
さ

ら
に
八
通
り
に
組
み
合
わ
せ
て
六
十
四
卦
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
名
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宇
宙
万
物
の
生
成
・
発
展
・
消
長
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
太

古
の
聖
人
伏
羲
が
八
卦
を
作
り
、
周
の
文
王
が
各
卦
に
説
明
を
つ
け
（
卦
辞
）、
周
公
が
解
釈
し
（
爻
辞
）、
孔
子
が
そ
の
原
理
を
明
ら
か
に
し
た
（
十
翼
）
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
戦
国
末
か
ら
漢
代
中
期
に
か
け
て
集
大
成
さ
れ
た
も
の
。
後
世
、
易
経
と
し
て
五
経
に
加
え
ら
れ
た
。
今
日
、
易
と
い
え
ば
周
易

を
さ
す
。
易
。
易
経
。 

（
大
辞
林
よ
り
） 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-24(1、2)]・冊子) 



【赤田誠軒】 
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６５ 

周
礼 

巻
二
一
七 

 

 
 

［
周
礼
（
し
ゅ
ら
い
）］ 

古
く
は
《
周
官
》
と
も
い
っ
た
。
中
国
古
代
の
礼
書
、
三
礼
の
一
つ
。
西
周
王
朝
の
行
政
組
織
を
記
述
し
た
も
の
と
さ
れ
、
天
官
大
宰
、
地
官
大
司
徒
、
春
官

大
宗
伯
、
夏
官
大
司
馬
、
秋
官
大
司
寇
、
冬
官
大
司
空
の
六
人
の
長
官
に
統
帥
さ
れ
る
役
人
た
ち
の
職
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
六
つ
の
官
は
、
理
念
的

に
は
そ
れ
ぞ
れ
六
十
の
官
職
か
ら
成
り
、
合
計
三
百
六
十
と
い
う
職
務
は
一
年
の
日
数
に
対
応
す
る
の
だ
と
さ
れ
る
。
た
だ
冬
官
大
司
空
の
篇
は
古
く
失
わ
れ
、

漢
代
に
替
り
に
〈
考
工
記
〉
が
補
わ
れ
た
。 

（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
） 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-25(1、2)]・冊子) 



【赤田誠軒】 
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６６ 

儀
礼 

巻 

士
喪
礼 

 

［
儀
礼
（
ぎ
ら
い
）］ 

中
国
古
代
の
礼
書
、
三
礼
の
一
つ
。
三
礼
の
他
の
二
つ
、

《
周
礼
》
が
仮
構
さ
れ
た
国
家
組
織
を
述
べ
、《
礼
記
》

が
断
片
的
な
礼
の
規
範
を
取
り
上
げ
て
〈
礼
の
精
神
〉
を

説
こ
う
と
す
る
の
に
対
し
、《
儀
礼
》
の
本
文
は
純
粋
に

儀
式
の
次
第
の
み
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
。
三
礼
の
中

で
も
最
も
早
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。《
儀
礼
》
が

記
述
す
る
儀
式
は
、
士
冠
礼(

成
人
式)･

士
昏
礼 (

結
婚

式)･

士
葬
礼(

葬
式)

な
ど
〈
士
〉
階
層
の
人
生
の
通
過
儀

礼
、
郷
飲
酒
礼･

郷
射
礼
な
ど
共
同
体
の
祭
礼
、
聘
礼･

覲

礼
な
ど
官
僚
と
し
て
他
国
や
天
子
の
も
と
に
出
張
し
た

際
の
礼
儀
作
法
な
ど
、
全
部
で
十
七
編
か
ら
な
る
。 

（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
） 

［
士
喪
礼
］ 

士
の
階
級
に
あ
る
者
が
、
そ
の
両
親
を
葬
る
際
の
儀

礼
を
扱
っ
て
い
る
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-26]・冊子) 



【赤田誠軒】 
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６７ 

左
氏
伝
図
解 

巻
一
一
七
残
欠 

 

［
左
氏
伝
（
さ
し
で
ん
）］ 

中
国
の
古
典
。《
公
羊
伝
》《
穀
梁
伝
》
と
と
も
に
《
春
秋
》
の
三

伝(

解
説
書)

の
一
つ
と
さ
れ
る
。《
左
伝
》
と
も
簡
称
。
孔
子
の
弟
子

の
左
丘
明
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
疑
わ
し
い
。
初
め
て
学
術
思
想
界

に
紹
介
さ
れ
た
の
は
前
漢
末
の
こ
と
で
あ
る
。《
公
羊
伝
》《
穀
梁
伝
》

が
《
春
秋
》
に
託
さ
れ
た
孔
子
の
精
神
を
純
理
的
に
解
明
す
る
の
に

対
し
て
、
《
左
氏
伝
》
は
史
実
に
即
し
て
歴
史
的
文
学
的
に
説
く
の

を
特
色
と
し
、《
春
秋
経
》
か
ら
独
立
し
た
歴
史
物
語
と
し
て
も
、
文

学
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
。 

（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
） 

 
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-28]・冊子) 



【赤田誠軒】 
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６８ 

雑
稿
草
稿 

 

 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･08-40]・冊子) 



【赤田誠軒】 
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６９ 

赤
田
誠
軒
詩
文
稿 

 

住
香
草
文
庫
に
は
、
誠
軒
の
詩
稿
が
第
一
か
ら
第
十
一
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。 

第
十
の
詩
稿
の
最
後
に
は
、
明
治
に
な
っ
て
改
名
し
た
平
泉
姓
が
書
か
れ
て
い
る
。
下
の

名
前
は
何
度
も
変
え
て
お
り
、
平
泉
璦
次
郎
は
明
治
四
年
の
改
名
。 

「
誠
軒
は
梅
村
知
事
と
意
見
が
合
わ
ず
出
奔
」
な
ど
と
高
山
市
史
そ
の
他
に
記
述
が
あ

る
が
、
梅
村
騒
動
が
明
治
二
年
、
速
水
が
亡
く
な
っ
た
の
が
明
治
三
年
で
あ
る
。
こ
の
資
料

が
明
治
四
年
以
降
の
も
の
で
静
修
館
の
蔵
書
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
知
事

在
任
中
に
出
奔
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

誠
軒
が
何
年
に
静
修
館
を
閉
じ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
最
後
の
一
枚
物
の
詩
が

「
推
定
で
明
治
四
年
二
月
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
誠
軒
は
飛
騨
を
去
る
が
、
明
治
六
年
再
び
高
山
に
戻
り
病
没
し
た
。 

  
 

(飛騨高山まちの博物館蔵[住 3･09-36(1～11)]・冊子) 



【赤田誠軒】 

― 91 ― 

７０ 

薫
風 

 

(個人蔵・額装) 



【赤田誠軒】 
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【
附
録
：
『
岐
阜
県
教
育
史 

第
二
部
』 

寺
子
屋
・
郷
学 

高
山
教
授
所
】 

（
写
） 
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